
別詩第 1 号様式 支 出調 室
田代表者 経理責任者 起案者

}会派名 日本共産党郡山市議団 γf;兵μ4不器弓4 iLAJ蕊〈、 3 高橋善治6交ii)
‘ 

ノ・
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噌.. 茶菓子代 振込料

交通費 旅費
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自動車燃料費 資料作成費5 陳情活動費

f 振込料

会場費 交通費
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i3b3Z • 議 費
F 

自動車燃料費 資料作成費

振込料
.' 

r、 印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

, 

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 購新読聞料.' (日刊紙) 雑誌等購読料

有等料利デ用料ータベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 事リ務ー機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等
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支出明細書兼支出証明書
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生2去~ 1 5-5 0 0 枚分新聞折込料を支払う
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支出年月日 支 出 先 支出金額
可

2020年
有限会社郡山共同印刷 5 1 -1 5 ¥0 円

4月 24 日. 1 

上記のとおり支出します。

長議、
議員氏名 高橋善治
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広報誌全体と対象外面積だ按分する。

-広報誌全体面積

ma---i 面=
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例

d，
伽

四
年
度
補
正
予
算
と
2
0
2
0
年
度
予
算
を
審
議
す
る
3

月
定
例
会
(
2
J
ゆ
j
3
/
叩
)
が
終
3
し
ま
レ

定
。
昨
年
叩
月
か
ら
の
消
費
税
の
叩
%
へ
の
引
き
上
げ
と
台
風
叩
号
被
害
、
会
年
2
月
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
対
応
と
、
市
民
生
活
が
大
変
な
状
況
巴
置
か
れ
る
中
で
関
税
れ
定
議
会
で
し
だ

1
4フ
こ
そ
、
市
民
生
活

応
援
施
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
舎
回
提
案
さ
れ
を
補
正
予
算
案
、
加
年
度
予
算
案
の
中
巴
は
、
そ

の
視
点
か
ら
見
る
と
問
題
の
あ
る
施
策
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
左
右
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
質
問
や
審
議

の
中
で
市
民
生
活
応
援
施
策
の
実
現
と
と
も
巴
問
題
あ
る
施
策
の
改
善
を
求
め
ま
し
定
が
、
再
検
討
の
回
答
は
得

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
だ
の
で
、
採
択
で
は
当
該
の
議
案
巴
反
対
し
ま
し
定
。

ま
定
、
市
民
か
ら
出
さ
れ
定5
件
の
請
願
す
べ
て
巴
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
紹
介
議
員
と
な
り
、
常
任
委

員
会
で
の
審
議
官
採
択
を
求
め
ま
し
だ
。
さ
ら
巴
べ
常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
さ
れ
左

4

件
の
請
願
巴
つ
い
て
、

.
本
会
議
で
採
択
を
求
め
る
討
論
を
行
い
ま
し
だ
。

一
念J
R…
議
会
ソ

報
い
告

共産党市議団が4 つの施策の再検討を求める

昨
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
引
き
上
げ
は

符
う
べ
き
で
は
な
い

4
年
連
続
と
な
る
市
議
・
市
長
等
特
別
職
の
昨
年
花
月
か

ら
の
ボ
ー
ナ
ス
引
き
上
げ
が
3
月
5
日
の
市
議
会
本
会
議
で

反
対
少
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

で
官
本
共
産
党
市
議
団
句
高
橋
市
議
は
、
消
費
税
増
税
と
台

風
被
害
で
市
R
は
大
変
な
思
い
を
し
で
い
る
。
.
市
民
生
活
に

心
を
く
ぱ
る
の
で
は
な
く
福
島
県
当
局
の
動
向
を
優
先
し
た

市
長
の
態
度
を
批
判
。
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
こ
と
を
各
市

議
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

新
事
業
は
慎
重
な
検
討
をI

こ
の
事
業
は
、
「
公
園
利
用
者
の
利
便
向
上
」
を
目
的
に
、
‘
「
飲

食
店
、
売
店
な
ど
の
公
募
対
象
公
園
施
設
の
設
置
」
と
、
こ
の

「
将
来
的
な
収
益
を
活
用
し
て
公
園
の
広
場
、
園
路
、
駐
車
場
、

標
識
等
の
特
定
公
園
施
設
の
整
備
・
改
修
等
を
一
体
的
に
行
う
}

事
業
で
す
。
・
開
成
山
公
園
は
、
市
の
中
心
地
に
位
置
す
る
郡
山
市

を
代
表
す
る
公
園
t
L

て
ス
ポ
ー
ツ
、
.
催
し
物
な
ど
多
用
途
に
使

用
さ
れ
る
一
方
、
市
民
の
散
策
や
家
族
な
ど
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
施
設
で
あ
り
、
ま
た
公
園
の
周
囲
に
多
数
の
飲

.
食
店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
売
店
が
存
在
す
る
こ
と
か
包
、
公
園
の

一
部
を
割
愛
し
て
ま
で
新
た
な
飲
食
店
な
ど
を
作
る
必
要
性
は
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
て
、
「
こ
の
収
益
を
活
用
し
て
特

定
公
園
施
設
の
整
備
・
改
修
等
を
一
体
的
に
行
う
」
と
い
う
点
は

事
業
者
が
公
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
発
言
権
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
寸
。
必
要
性
の
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
炉
開
成
山
公
園
に
、
公
園
の

管
理
運
営
と
い
う
重
要
な
部
分
で
疑
義
の
あ
る
新
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。

-
設
置
場
所
な
ど
の
再
検
討
を

今
定
例
会
に
、
「
A仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
整
備

事
業
」
の
基
本
設
計
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
初

億
円
と
も
お
億
円
と
も
言
わ
れ
る
巨
費
を
か
け
、
中
央
図
書

館
西
側
駐
車
場
に
建
設
す
る
計
画
で
す
。
今
で
さ
え
狭
い
と
・

言
わ
れ
る
駐
車
場
を
確
保
す
る
た
め
、
北
側
駐
車
場
を
立
体

化
す
る
計
画
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
、
検
討
委
員
会

や
懇
談
会
で
設
置
場
所
は
す
で
に
「
麓
山
地
区
」
に
決
定
し

て
い
る
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
年
の
公
共
施
設
に
闘

す
る
論
議
で
は
、
大
規
模
施
設
の
新
築
に
は
慎
重
論
が
出
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
施
設
の
設
置
場
所
を
「
麓
山
地
区
」

に
限
定
す
る
こ
と
を
や
め
、
全
市
的
な
視
点
で
設
置
場
所
を

再
検
討
す
る
こ
と
、
国
の
補
助
金
を
当
て
に
じ
て
E
費
を
投

じ
る
の
で
は
な
く
既
存
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
を
優
先
す
る

よ
う
を
求
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
旧
豊
田
浄
水
場
跡

地
や
郡
山
合
同
庁
舎
、
大
安
場
史
跡
公
園
、
旧
学
校
校
舎
の

活
用
な
ど
で
す
。
代
表
質
問
で
は
、
岡
田
市
議
が
市
の
姿
勢

を
質
し
ま
し
た
。

【
質
問
】
今
回
の
提
案
に
つ
い
て
は
再
検
討
し
、
し
か
る
べ

ソ
き
時
期
に
再
度
提
案
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

{
回
答
】
現
在
、
古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
は
、
歴
史
資
料

館
や
廃
校
な
ど
に
保
存
し
て
い
る
が
、
保
存
環
境
は
不
適
切

で
、
耐
震
性
能
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
早
急
に
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
う
2

，

0
・
2
3
年
度

の
竣
工
を
目
指
じ
で
い
く
。

関
幽
間

目
減

J一
の

画

J
P
横

幽
'
d

舘

園
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一
一
-
嘗
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島
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h
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緬
什
る
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
巨
費
は
問
題
1

の
交
付
開
始
か

個
λ
番
号
カ
ー
ド
(
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カi
ド
)

ら
2
0
2
0
年
2
月
現
在
す
で
に
4

年

以
上
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
取
得
率

は
、
全
国
民
の
日
%
(
1
9
6
5
万

枚
)
と
低
調
で
す
。
取
得
が
進
ま
な

、
い
の
は
、
多
く
の
国
民
が
マ
イ
ナ
ン

パ
l

制
度
に
利
便
性
や
必
要
性
を
感
，

じ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
「
マ
)
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
は
、
こ
の
よ
う
に
伸
び
悩
ん
で

.
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カl
ド
の
普
及

率
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
2

0
2
0
年
9
月
か
ら
2
1
年
3
月
末

ま
で
の
7
か
月
間
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
所
持
者
に
限
り
2
万
円
分
の

買
い
物
で
の
利
用
・
チ
ャ
ー
ジ
に
つ

き
一
人
当
た
り
5
0
0
0
ポ
イ
ン
ト

(
5
0
・
0
0
円
相
当
)
が
付
与
さ
れ

回
る
仕
組
み
で
す
。
4
人
家
族
で
あ
れ

幽
ば
、
2
万
円
分
付
与
さ
れ
ま
す
ロ
政

鵬
府
は
、
こ
の
事
業
を
す
す
め
る
た
め

M
2
0
0
0
億
円
そ
予
算
化
じ
、
郡
山

討
市
で
も
1
6
2
、
0
0
0
枚
の
マ
イ

仰
ナ
ン
バ
ー
ヵl
ド
発
行
を
目
指
す
予

輯
算
措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
(
今
年
度

市
末
の
発
行
枚
数
は
3
8

、
3
7
1

何
枚
)
。
や
み
く
も
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

J

カ
ー
ド
を
普
及
す
る
こ
と
を
狙
う
こ

の
事
業
に
は
反
対
で
す
。

一
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m
w仇
B
F歓
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常
幸
紘
一
札
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よ
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一
だ
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間

企
富
一
辺
町

重
品
市
瓦
仙
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
2
0
1
7

年
の
郡
山
市
議
会
定
例

会
で
市
民
か
ら
の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た

e

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
県
内
自
治
体
は
、

こ
の
4

月
か
ら
実
施
さ
れ
る
福
島
市
、
南
相
馬
市
を
含
め
れ
ば
、

県
内
田
市
町
村
中
鈍
自
治
体
(
訂
%
)
に
上
り
ま
す
。
日
年9

月
の
調
査
時
点
で
泣
自
治
体
(
訂
%
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
1

年
半
で
飛
躍
的
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

市
民
生
活
応
援
の
た
め
に
有
効
な
施
策
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
以
下
、
岡
田
市
議
の
代
表
質
問
で
の
や
り
取

り
で
す
。

【
質
問
】
郡
山
市
と
し
て
も
再
度
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か

f
【
回
答
日
F
山
中
中
全
校
で
実
施
す
る
場
合
、

M
U・
億2
3
0
0

万
円
が

必
要
で
あ
る
。
経
済
的
困
窮
家
庭
に
は
、
就
学
援
助
制
度
で
給

食
費
全
額
補
助
を
す
る
た
め
、
給
食
費
無
償
化
は
考
え
て
い
な

'v 

市議会だより.

-E 

郡
山
市
は
、
家
庭
系
ご
み
処
理
の
有
料
化
ば
ゴ
ミ
を
減
ら
す

有
効
な
手
段
だ
と
し
て
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
粗
大
ご
み
処
理

の
有
料
化
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
郡
山
市
の
一
・
般
廃
棄
物
(
家

庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
以
外
の
ゴ
ミ
)
は

全
国
の
同
規
模
自
治
体
に
比
べ
て
I

位
2

位
を
~
争
う
多
さ
。
し

か
し
、
そ
の
対
策
と
し
て
家
庭
系
ご
み
処
理
の
有
料
化
を
し
て

い
る
自
治
体
は
類
似
都
市
(
中
核
市
)
で
は
少
数
派
で
あ
り
、
分

別
と
資
源
化
を
す
す
め
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と
い
う
基
本
を
優
先
す

べ
き
で
す
。
(
資
料
参
照
)
以
下
、
高
橋
市
議
の
一
般
質
問
で
の

や
り
取
り
で
す
。

【
高
橋
市
議
の
主
張
}

.
ゴ
ミ
分
別
の
徹
底
特
に
雑
紙
(
チ
ラ
シ
広
告
や
商
品
包
装

紙
な
ど
)
の
資
源
化
推
進
・
生
ご
み
の
有
効
活
用
促
進
と
減

量
化
(
使
い
切
り
・
食
べ
き
り
・
水
切
り
の
3

き
り
運
動
推
進
)

・
郡
山
市
有
施
設
内
に
あ
る
自
販
機
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
無

く
す
。
マ
イ
ボ
ト
ル
の
推
奨
-
@
ゴ
ミ
多
排
出
企
業
と
郡
山
市
が

2020年 3 月

協
力
し
合
い
ゴ
ミ
減
量
計
画
を
つ
く
り
実
行
す
る

【
市
長
の
答
弁
】

-
こ
れ
ら
の
提
案
に
つ
い
て
は
市
長
も
前
向
き
な
答
弁
で
し
た
が
、

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中核市とのごみ量等の比較

本市と他市(中櫛怖)との服 平均 最大 最小 郡山市 臨位

総人誹口1出人量1 日当ーたりのご(kみgJ 0.995 1.215 0.789 1.215 48 

廃棄物からの責耳目l民事(%) 0.177 0.540 0.063 0.103 45 

廃合棄物のうち量接担分され1るb割) 0.093 0.172 0.000 0.158 45 

人口1人当たりの.年間担理費(円用) 10.742 22.625 6.165 10.535 25 

最た終り担費分用譲量に要ーする 1 ト明ン当) 32.151 67.311 16.472 25.985 12 

環境省・平成2年度膜4腕j醜態調査情誼慨・災害ごみ・あわせ践を除o

有
料
化
あ
り
き
の
姿
勢
は
変

中核市おける有料化実施状況
九

二項目 自治体数 比較

中核市の数 48 一

可燃ごみを有料としている自治体 ー 1 4 29.2首

内訳
不燃ごみを有料としている自治体 1 3 27.1 目

資l!物を有料化している自治体 1 2.1 目

粗大ごみを有料化している自治体 36 75.0目

匹
【
質
問
】
郡
山
市
、
の
特
養
ホ

l

ム
の
入
居
待
機
者
の
現
状
は
?

【
答
弁
】1
3
0
1
人
で
す
。
そ
の
う
ち
在
宅
で
要
介
護
3

以
上
は
2
1
2

人
。

【
質
問
】
入
居
待
機
者
ゼ
ロ
の
実
現
目
標
年
次
は
?

【
答
弁
】f2
0
2
1年
か
ら
2
0
2
3

年
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
8

次
計
画
」
で
「
特
別
養
護
老

人
ホ
l

ム
の
入
所
待
機
者
ゼ
ロ
」
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
再
質
問
】20
2
3

年
に
入
所
待
機
者
ゼ
ロ
に
す
る
計
画
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
か
?

"
答
弁
】
待
機
者
ぜ
ロ
に
向
け
て
取
、
吻
組
ん
で
い
く
。

泊
縄
語

郡
山
合
同
庁
舎
移
転
前
進
‘
跡
地
利
用
は
?

高
橋
善
治
市
議
が
「
予
定
地
と
な
る
国
際
展
示
場
ビ
ッ
グ
パ
レ
ツ

ト
ぶ
く
し
ま
北
側
の
市
有
地
(
約
3

ヘ
ク
タ
ー
ル
)
に
つ
い
て
、
市

が
県
に
売
却
す
る
こ
と
で
こ
の
ほ
ど
双
方
が
大
筋
で
合
意
し
た
」
と
ぬ

の
一
部
報
道
は
事
実
か
と
質
し
た
の
に
対
し
て
郡
山
市
当
局
は
「
事

実
で
す
。
売
却
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
合
意
し
た
が
売
り
渡
し
の
時

期
や
価
格
に
つ
い
て
ば
未
定
」
と
合
意
を
認
め
ま
し
た
。
移
転
計
画

が
動
き
出
し
た
県
郡
山
合
同
庁
舎
(
麓
山
)
も
歴
史
情
報
・
公
文
書
'

館
建
設
の
検
討
対
象
仁
加
え
る
べ
き
と
の
主
張
は
決
卜
し
て
無
理
念
も
ほ

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
(
総
務
財
政
常
任
委
員
会
)

市民生活に広がるaE
代表質問で岡田市議は市民生活に広がる貧困問題を

取り上げました。昨年市議団が実施した市民.7.ンケー
ートでは、 「最近の暮らし向き」を「苦しいJ' è答えた方

が49%の 1694人。特に母子家庭、 65歳以上の高齢者
の生活不安は深刻。 r年金は下がるし、年とともに病院
に行くことが多くて生活は容易ではないー(70代) J r年

金が月 6 万円。一汁一菜の生活です=どこにも遊びに
仔けません (60 代) J r明日食べるご飯にも困っている

(30 代) J r苦しい3 母子家庭だフルに働いています
が、正社員ではないのでボーナスとかもない (40・代) J .1 

市
内
の
公
共
施
設
で
、
職
員
不
足
で
市
民
対
応
に
支
障
が
出

て
い
る
と
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
い
て
も
、
産

休
補
充
の
講
師
が
見
つ
か
ら
ず
他
の
教
員
で
何
と
か
対
応
し
て

い
る
と
の
事
例
も
聞
い
て
い
ま
す
。
郡
山
市
は
、
「

I
C
T

や

A
I
を
最
大
限
活
用
し
.
J
'職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
。
可
能
'

な
限
り
少
数
の
職
員
マ
業
務
を
行
う
こ
と
が
市
民
(
刀
漬
猷

、
だ
い
h
b
ι
φ姿
勢
で
、
'
金
筋
間
職
員
の
削
減
を
進
め
て
い
ま
す
心
部
、

ぞ
れ
が
官
民
福
祉
の
増
進
に
逆
行
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
日
質
問
】
回
和
田
、
熱
海
地
区
の
デ
マ
ク
ー
宮
乗
勿
合
い
タ
ク
タ
]
の
利
用
実
績
は
?

末
転
倒
で
す
。

.
H

答
弁
】
9

カ
月
間
で
日
和
田
が
犀
バ
q
2
9
大
寸
熱
海
が
延
孔
2
5
4

人
利
用
し
た
。
当
初

【
質
問
】
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
は
、
泌
要
な
職
員
を
増
利
用
見
込
み
か
ら
少
な
く
な
っ
て
.
い
る
。

員
す
る
・
こ
之
が
必
要
で
は
な
い
か
.
'
【
質
問
】
新
た
に
開
始
す
る
西
田
町
、
‘
田
村
町
で
は
利
用
者
ニ

l

ズ
に
応
え
る
，
こ
と
を
優
先
も
た

【
風
答
】
地
方
自
治
法
の
「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
と
の
計
画
に
す
べ
き
。

原
則
で
、
適
正
な
定
員
管
理
に
努
め
て
い
る
。
一20
0
9

年
ど
比
【
答
弁
】
地
域
の
意
見
を
軸
に
運
行
時
刻
や
鉄
道
・
路
線
パ
ス
の
結
節
点
と
な
る
目
的
地
の
設
定

較
し
昨
年
4

月
の
職
員
は
乃
名
少
な
い
2
0
0
5

入
ぜ
あ
る
が
、
な
ど
利
用
し
や
す
い
運
行
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

四
歳
か
ら
似
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
率
と
比
較
す
れ

ば
、
ま
だ
減
少
率
は
低
い
。
今
後
も
、
職
員
数
は
さ
ら
に
減
少

せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
う
じ
た
中
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

.
た
め
に
は
、
I
C
T

フ
ル
活
用
に
ま
る
一
・
層
の
行
政
運
営
の
効
率

.
察
求
め
ら
れ
て
い
る
。

a
司
教
職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会
が
基
準

毛
定
め
て
い
る
寸
郡
山
市
と
し
で
は
、
来
年
度
特
別
支
援
教
育

補
助
員
を
9

名
増
員
し
鉛
名
と
す
る
の
を
は
じ
め
、
一
語
学
指
導

外
国
人
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
I
C
T

支
援
員
、
-
部
活
動

指
導
員
な
ど
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
に
努
力
し
て
い
く
。

賛成少数で不採択とされた請願

o r 自衛隊の中東派遣に反対を求める請願」
o r 自家増殖を原則禁止とする種首法『改定』
の取切やめを求める請願書J

o r福島県の漁業と漁業関係者の生活を守ために
グ東京電力第一原発敷地内に保管されているト

リチウム汚染水の海洋放出に反対する請願J
o r 1 R推進法及び I.R整備法の廃止を求める
請願」
なお、 「福島県最低賃金の引き上げと早期発効

を求める意見書提出請願」は全会一致で採択され
ました。



別記第 1 号様式 支 出調 室
田、

、

代表者 経理責任者 起案者, 

会派名
, 

\禽 働 高橋善縄
日本共産党郡山市議団

)----・マ

区 分 事 由 費 自 金 額 小計
, 

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費
y 

資料作成費
, 

調査委託費 振込料
、J 

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費/ 交通費

2 研 修 費 旅費 百勤草燃料費
{ 

資料作成費 食事量費
" 

振込料4 , 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費
、

3 広 報費 市議会だ、より 広報誌(紙) 7, 235 報告書等印刷費 7235 

送料(折込料含むj 掲ウ載ェ代アページ j 
. 

ーF
茶菓子代 振込料

ー 会場費、 交通費

41L有 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

16 
要請 自動車燃料費 資料作成費
陳情活動費

振込料
1 

/ 会場費 交通費

Fih ZZ 議 養 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資ー料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代
¥ 

8 資料購入費 新購読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有等利料デ用料ータベース 振込料
1 

賃金 社会保険料等
9 人 イキ 費

振込料

1 事リ務}機ス器代等備品購入費

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代
t 、

振込料 配送手数料
. 

通信運'搬
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動車燃料費 自(按動車分燃)料費 その他
. 

支出年月日 2020年7月 9 日 現支金出出番納号簿 4 合計 7, 235 



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

' 
~. ~ , 

ー主費区Li③L広資分料報作宇成費費 ※48設当広間す存聴伝分~~子費O印 J 費 '自 噛若 i 

i10Z要事請塑務・附繭所究動費費費 i1ド611 研通信 修 | 議 広報誌(紙)

運搬・自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入
" 

支出'目的 ト申』ω一一一..，ー一"・" "一一一一町一一一ー一一時甲山一一一一、一、一一』一一一-一一四一一一一ー一一一一一一一一戸一，-……欄一一一“一-.....\
会派市議会だよりの作成

(支出事由) い二一一一一 -ー… 制一…一一一一一

f 

‘. 
.., - 6 肺個.J， -品・一一-

内 1.仁で~ 市議会だよりの印刷用紙の購入，

• 、

1 

支出年月日 支 出'先 支出金額

株式会社 LIX.IL どパ ピパホーム大
� 

2020年
円7 2.3 5 

7 ゚.I 9 日 槻店 , 
ι 、

上記のとおり支出しま.す。

議員氏名 高橋鞘禽
、，^，-!l'lç;通"
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※複数の領収書等を貼る場合は、重なちないように貼付してください?
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積.

257 凹X 363 mmX 2 面. 186, 582 nufi ・・· i 

2 対象外面積

( o mniX 0 mm= 
② mmX 

③ m皿×

④ mmX 

⑤ mmX 

mm= 

mm= 

mm= 

mm= 

計

。 mIfi 
mm 2 

mIfi 

IIia 

mIfi 

o m通· � 

3 按分割合

五 -=- 'X. 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額， .' 7, 235 円 ﾗ 対象外按分率 o. %. 二 O 円・・・温

( 1 円以下切り上げ)

支出額 7， 235 円一世=対象経費 7， 235 円

F 

J 



• • 温鵡・

>

富崎他“-コロナ掴、

こんなときだからこそー 一

[前日午後5暗まで!二予約が必要です。 i --
ニ瀬 6 谷田川地区ヱリアの乗合タクシー案

台風被害、消費増税、:

指山神小の校庭が
使えなくなった。

なんで?

ェgク
μι帆

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

愛
好
者
か
ら
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

笹川大橋の開通で通過車両が減った.
とはいえ、通学時間帯は信険がいっぱ
いの永徳橋〈永盛駅方面から写す〉

田柑地区などのイノシシ捕獲頭数

../ 

児童クラブ 定員 入会 待機
」児童数 児童数

守山小 60人 67人 1 8入
児童クラブ (4年生)

局瀬小 、4-0人 45人 9人
児童クラブ (4年生〉

谷田川小 20人 6人 .なレ

児童クラブ う

H29 H30 R元年‘

田柑 18 27 37 

西国 10 8 

中田 23 41 57 

その他 236 467 404 

合計 353 543 4.9..9 

事
前
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
の
準
備
進
む

区
長
・
町
内
会
長
へ
の
説
明
会
開
催
ヘ

日
月
1
日
運
行
開
始
を
目
標
に
乗
り
合nい
タ
ク
シ
ー
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
運
行
経
路
キ
料
金
な
ど
の
原
案

が
で
き
7

月

9
日
か
ら
区
長
・
町
内
会
長
へ
の
説
明
会
が
3

地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。
原
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
(
詳
細
は
郡
山
市
総
合
交
通
政
策
課
電
話

9
2
4

、
3
7
2
1
)
l
l

十
宅
一

一
向
日
一

目的地・出発地〈列車時刻に合わせて発着〉

JR 守山駅平日行き・帰り各2便

「に理「 ま当りベいで決 が、「
で結の地担し部上き形とま正ー 原な学、
き論あ域当~た局げ-だで、る式e 因つ校
るをりの部。にると使でま.な だたの
だ出方要長 善と市えきで活 とこじ社
けすを望は 処J::'議るるは用 わと会
早よ検を. を，も会よだ?方 か。.開
くう討十 求に、，でうけ今法 り管放
す・」し分 め担取す近まが ま理
5 とて問 、 し者ノレ神調

宍が l 小ベ
と求く -r ./.'主k 刀方\ いめがて
答め」云 縁C宝i). • l.ffF.主主k 戸 .. M 廃み一

言語 t 整努諮・届J) 百諸島 さ言問
しし、田 彬';(-11 . n Á早川 J1-Jな

日話国ヤ) iE 賞者
高..u..凶_.."，\~ ~，: 

笹川大橋から日大側の堤防ヘ降りる通路設置ヘ
Zをまらしす完 れ防，らでる混'
。る永てー成堤るに阿き危み高
一・徳ち実を防予降武た瞭合校
-ξ 橋利現'自は定り隈笹ない生
がの用す指固でる川川永重な
出危でれレがす通の大徳臥ど
〆害磨きばて今。路里橋橋がの
で採る通工年 が奇の。 j伽通
がこ学事度，、整J 側歩土配学

き減と路中中、 備局道流さ時
ま少かとで!こ さ堤かにれに

放課後児童クラブの入会状況 2020.5.1

料金二瀬地区 8.0 0 円谷田川地区 500 円

高校生・障がい者は半額。未就学児は大入 1 人1こ 2名まで無料

*田母神地区のみ「田母神パース停J 行き 200 円のコースあり。

*福島交頚馬場線が廃止されますn

守山地区エリアの豪合タクシー案

目的地・出発地〈列車時刻に合わせて発着〉

JR 守山駅又は JR安積永盛駅

平日行き・帰り各2便

料金 500.円

高校生・障がい者は半額。未就学児は大人 1 入に 2名まで無料

*福島交適正直線が廃止になります。

高瀬地区エリア乗合タクシー案

目的地・出発地

工郡山駅行き路線パス時刻に合わせて発着〉

中央工業団地南ロバス停〈ペニマルそぱ》

用・水・舎行き帰り各2便

料金 5 む 0 円 高校生・障がい者は半額。

未就学児は大人 1 人に 2名まで無料

~'1・
ご意見やご要望がありましたら九下記へお知らせください。

発行責任者 高橋善治

郡山市田村町守山字上河原 4・19 電話

日本共産党郡山市議団

EMU謹盟
2020、年 7 月 6 日発行

、』←



¥. 

• • 無用な被曝を避けるため参考にしてください
自家消費問に田村町宮採取され怠山薬等(;)放射能様査結果l!1f--ì

市内の行政センタ}等で市民が持ち込んだ自家消費用食品の放射能検査を行っています。そめなかから山菜等の 4月・ 5月検査分iとついてお知らせします。

検査機器〈非破捜式そのま事はかる，NDA> ，(単位ベクレJレ1kg)

品名 採取地 検査日 セシワム 検出限界値(セ セシウム 検出限界値(セ

134 シウム 134) 137 シウム 131.)

フキ(水煮) 田村町 4月 20 日 不検出 4.4 不検出 3.9 

タケノコ 田村町 5月 24 日 不検出 9.4 不検出 8.0 

タケノロ 田村町金沢 5月 12 日 ー不検出 7.3 不検出 5.5 

タケノコ(mi) 田村町 5，月 10 日 不検出 5.7 11.5 '4.6 

タケノロ舗〉 田村町')11 曲 5月 10 日 不検出 12.1 ・ 不検出 9.5 

タケノコ(mi) 田村町梅代田 5 月 31 日 不検出. 4.7- 不検出 4.0 

フキ備) 田村町 5月 15 日 不検出 11.9 不検出一 9;3 

検査機器〈非破穣式レギzーム〉その1(単位ペタレノレlkg)

品名 採取地 検査日 セシウム 検出限界値

134+137 -，(セシウム 134+137)

ワ.p- 田村町谷田)11 4 月 "28 日 不検出 15.3 

シイタケ -田村町小川 4 月，6，日 81.9 13.4 

タケノコ 田村町栃本 4月 30 日 不検出 10.4 

タケノコ 田村町谷国)11 4月 28 日. 63.1 11.0 

タケメコ(mi) 田村町岩作 4月 20 日 不検出 6.1 

タケノコ(mi) 田村町山中 4月 21 日 不検出 10.8 

ータラノメ 田村町栃本 4 月 27 日 不検出 14.4 

タラノメ 田村町谷田)11 4 月 28 日 不検出 15.1 

タケノコ 田村町小川! 5 月 13 日. 不検出 9.7 

タケノコ 田村町金沢 5 月 1 日 不検出 13.8 

タゲノーコ 田村町川曲 5 月 15 日 不検出 18.5 

タクノコ
崎、

田村町岩作 5 月 7 日 11.7 -8.2 

タケノコ 田村町山中 5 月 18 日 不検出 9'.9 

タケノコ 田村町田母神 5 月 15，日 不検出 18.2 

タケノコ 田村町栃山神 5 月 1 日. 145.8 14.6 

タケゾ耳 宇田村町糠塚 5 月 26 日 不検出 12.4 

タケノコ " 田村町糠塚 5 月 7 日 不検出 14.5' 
，、

t検査機器〈非破様式レギzーム〉その2 (単位ベクレル1kg)
〉品名 採取地 検査日 セシウム 検出限界値

, 134+137 (セシウム 134+137)

タケノコ 田村町糠塚 5 月 7 日 不検出 16.8 

タケノコ 田村町谷田川 5 月 20 日 不検出 10.5 

タケノーコ(mi) 田村町 5 月 18 日 38.3 10.9 

コシアブラ検査揚に持ち込まれたすべての結果
検査機器〈非破漉式そのままはかる NDA> (単位ベクレJレ1kg)

、

品名 ‘採取地 検査日 セシウム 検出限界値{セ セシクム 検出限界値(セ
〆

134 シウム 134) 137 シウム1'37)

コシアプラ 西郷村. 4 月，28 日 28.2 13.6 687.0 9.9 

コシアプラ 金山町 5 月、6 日 不検出 11.9 不検出 10.2 

コシアブラ -二本松市 5 月 7 日 不検出 11.7 , 不検出 10.0 

コシアプラ 猪首代町 5 月 8 日 不検出 12.8 124.2 10;8 

コジアプラ伝百〉 会津若松市 5 月 7 日 不検出 11.2 27.4 9.3 
一一

検査機器〈非破.式レギzーム>(単位ベクレル/kg)・

'品名 採取地 検査日 セシウム 検出限界値

134+137 (セシウム 134+137)

コシアプラ 三島町 5 月 7 日 168.6 15.6 

コシア・プラ 熱海町石鐘 5月 7 日 435.4 22.1 

ゴシアプラ 猪苗代町 5 月 7 日 59'.9 19.2 

コシアプラ a 猪首代町 5月 11 日 246.4・ 16.3 

コシアプラ 猪首代町 5月 13 日 244.8 日立;

ー検査施設と予約電話番号
施設名 予約電話番号 施設名 予約電話番号

1 女大槻行政センタ..- 080・3144・9333

3 肯喜久田行政センター 080・3199・6587

5 安富久山行政センタ......，. 080守3325・0948

7 安田耕T政センター 080・3327・6588

2 安安積行政セ・ンター 080・3145・'6982

4' 女日和田行政センター 080・3324・6489

6 ・湖南行政センター 080・3325・7498

8 ，*西田行政センター 080・3339・1816

9 女ニコニコこども館 090・8612・8293 .は検査物を刻む必要があります。



別記第 1 号様式 支'出調 書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 ⑨ 雪量 高橋善鍾
日本長産党郡山市議団

区 分 事 由 費 目 金 額 小計

r 交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 l資料作成費

i調査委託費 振込料

会場費 [講肺謝金」戸戸，

出席者負担金，会費 交通費

2 研 イ度 費， 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

[宙動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 市議会だより 広報誌(紙) 報皆書等印刷費 17820 

掲ウ載ェ代プペ十 ジ送料(折込料含む) '17, 820 . 

茶菓子代 |振込:

|会場費 |交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 |資料作成費

茶菓子代 振込J

.' 交通費 旅費

要 活請 自動車燃料費 資料作成費
陳情 動費

|振込料

会場費 交通費

費
ー.

自動車燃料費 !資料作成費i3L 3Z 議
, 

振込料

印刷製本費
T 資料作成費

|筆耕料 |振込料

.'1'現追録代 参考図書代

8 資料購入費 断購晴等栴利読固用デl料料ー日タ刊ベ紙ートス " 
7 

振込料

件'費
賃金 社会保険料等

9 人
振込料

|備品購入費 リス代

事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料
~"'~L 虫，

|同Uほ寸め'

'iltðì!i:(Sf-~ (按分) !郵便料等
通動信車運燃搬料
自費 自(按動分車燃)料費 その他
、 i 

支出年月 H 2020年7月 12 日 現支金出出番納号簿 5 合計 17, 820 



，別記第 2号様式

支出明細書兼支出証明書

1 調査研究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費

区 分 ' ※該当する区分にO印

2 研修費 i ③広 J 報賞J4 広聴費デ

ロプ議費士F五喧FRE料購入空
11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

費

寸
一
一
名

送料(折込料含む〉ー

※該当する支出費目を記入

支出目的

(支出事由)
会派市議会だよりの新聞折込代金

ノ

内 一 容 r市議会だより J 5400 枚を 7 月 12 日，の新聞に折り込みを依頼

支出年月日 支 出 先 支出金額

Z02Q年
'株式会社ケンオリ 17820 円

7弓欝
上記のとおり支曲じます。

議員氏名 高橋

ー 盲ー・d鼻 可-・ .;:0唱-ノ ζ ・・‘ ー ム...~_..... ~:. "";..,r- -:~，.司 J ・ ~Y."'7'f.可-日‘--...~--.ー『月刊一一

, 

I

T

i

l

i

-

-

E

l

i

-



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。
r 

1 広報誌全体面積

257 mmX 3"63 mmX 2 面= 186~ 582. imd. 

2 対象外面積

① o .mmX o mm= 。 mIfr 

② mmX mm . mm2 . 

③ mmX mm= mm 2 

④ mmX mm= ~ 

⑤ 'mmX mm= mn1 

計 。 mm2 ・ ・ ・ n・・

3 按分割合ー

註 -7- i X' 100 対象外按分率 0 ・%

4 対象経費算出

支出額 17, 820 円 ﾗ 対象外按分率 0%.=  . 0 円・・・溢

( i 円以下切り上げ)

支出額 17~:.820 円一世=対象経費 17， 820 円

J 



• • 温鵡・

>

富崎他“-コロナ掴、

こんなときだからこそー 一

[前日午後5暗まで!二予約が必要です。 i --
ニ瀬 6 谷田川地区ヱリアの乗合タクシー案

台風被害、消費増税、:

指山神小の校庭が
使えなくなった。

なんで?

ェgク
μι帆

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

愛
好
者
か
ら
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

笹川大橋の開通で通過車両が減った.
とはいえ、通学時間帯は信険がいっぱ
いの永徳橋〈永盛駅方面から写す〉

田柑地区などのイノシシ捕獲頭数

../ 

児童クラブ 定員 入会 待機
」児童数 児童数

守山小 60人 67人 1 8入
児童クラブ (4年生)

局瀬小 、4-0人 45人 9人
児童クラブ (4年生〉

谷田川小 20人 6人 .なレ

児童クラブ う

H29 H30 R元年‘

田柑 18 27 37 

西国 10 8 

中田 23 41 57 

その他 236 467 404 

合計 353 543 4.9..9 

事
前
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
の
準
備
進
む

区
長
・
町
内
会
長
へ
の
説
明
会
開
催
ヘ

日
月
1
日
運
行
開
始
を
目
標
に
乗
り
合nい
タ
ク
シ
ー
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
運
行
経
路
キ
料
金
な
ど
の
原
案

が
で
き
7

月

9
日
か
ら
区
長
・
町
内
会
長
へ
の
説
明
会
が
3

地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。
原
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
(
詳
細
は
郡
山
市
総
合
交
通
政
策
課
電
話

9
2
4

、
3
7
2
1
)
l
l

十
宅
一

一
向
日
一

目的地・出発地〈列車時刻に合わせて発着〉

JR 守山駅平日行き・帰り各2便

「に理「 ま当りベいで決 が、「
で結の地担し部上き形とま正ー 原な学、
き論あ域当~た局げ-だで、る式e 因つ校
るをりの部。にると使でま.な だたの
だ出方要長 善と市えきで活 とこじ社
けすを望は 処J::'議るるは用 わと会
早よ検を. を，も会よだ?方 か。.開
くう討十 求に、，でうけ今法 り管放
す・」し分 め担取す近まが ま理
5 とて問 、 し者ノレ神調

宍が l 小ベ
と求く -r ./.'主k 刀方\ いめがて
答め」云 縁C宝i). • l.ffF.主主k 戸 .. M 廃み一

言語 t 整努諮・届J) 百諸島 さ言問
しし、田 彬';(-11 . n Á早川 J1-Jな

日話国ヤ) iE 賞者
高..u..凶_.."，\~ ~，: 

笹川大橋から日大側の堤防ヘ降りる通路設置ヘ
Zをまらしす完 れ防，らでる混'
。る永てー成堤るに阿き危み高
一・徳ち実を防予降武た瞭合校
-ξ 橋利現'自は定り隈笹ない生
がの用す指固でる川川永重な
出危でれレがす通の大徳臥ど
〆害磨きばて今。路里橋橋がの
で採る通工年 が奇の。 j伽通
がこ学事度，、整J 側歩土配学

き減と路中中、 備局道流さ時
ま少かとで!こ さ堤かにれに

放課後児童クラブの入会状況 2020.5.1

料金二瀬地区 8.0 0 円谷田川地区 500 円

高校生・障がい者は半額。未就学児は大入 1 人1こ 2名まで無料

*田母神地区のみ「田母神パース停J 行き 200 円のコースあり。

*福島交頚馬場線が廃止されますn

守山地区エリアの豪合タクシー案

目的地・出発地〈列車時刻に合わせて発着〉

JR 守山駅又は JR安積永盛駅

平日行き・帰り各2便

料金 500.円

高校生・障がい者は半額。未就学児は大人 1 入に 2名まで無料

*福島交適正直線が廃止になります。

高瀬地区エリア乗合タクシー案

目的地・出発地

工郡山駅行き路線パス時刻に合わせて発着〉

中央工業団地南ロバス停〈ペニマルそぱ》

用・水・舎行き帰り各2便

料金 5 む 0 円 高校生・障がい者は半額。

未就学児は大人 1 人に 2名まで無料

~'1・
ご意見やご要望がありましたら九下記へお知らせください。

発行責任者 高橋善治

郡山市田村町守山字上河原 4・19 電話

日本共産党郡山市議団

EMU謹盟
2020、年 7 月 6 日発行

、』←



. ".". 
無用な被服を避けるため参考にしてください

自家消費用に田村町宮採取され怠山葉等(;)放射能横査結果t:1t
市内の行政センター等で市民が持ち込んだ自家消費用食品の放射能検査を行っています。そのなかから山:菜等の 4克・ 5月検査分についてお知らせします。

検査機器〈非破損式その事まはかる NDA> .(単位ペクレル'/kg) 検査機器〈非破寝式レギzーム〉その2. (単位ベクレル/kg)

品名 採取地 検査日 セシウム 検出限界値(セ セシウム 検出限界値〈セ l

‘ー 134 シウム 134) 137 シウム 131.)

フキ(水煮) 田村町 4月 20 日 不検出 4.4 不検出 3.9 

タケノコ 田村町 5月 24 日 不検出 9.4 不検出 8.0 

タケノコ -ー 田村町金沢 5月 12 日 不検出 7.3 不検出 5.5 

タケノコ備〉 田村町 5 月 10 日 不検出 5.7 11.5 .4.6 

タケノコ(mi) 田村町川曲 5月 10 日 不検出 12:1 ・ 不検出 9.5 

タケノコæï) 岡村町御杭岡 5 月 31 日 不検出 4.7. 不検出 4.0 

フキ匂百) 田村町 5月 15 日 不検出 11.9 不検出 9.3 

検査機器〈非破様式レギ::::1-，ム〉その1(単位ペタレノレlkg)

品名 採取地 検査日 セシウム 検出限界値

134+137 -，(セシウム 134+137)

ク.~ 田村町谷田川 4 月 '28 日 不検出 15.3 

シイタケ 田村町小JII 4 月 6 日 81.9 13.4 

タケノコ 田村町栃本 4月 30 日 不検出 10.4 

タケノコ 田村町谷田)1/ 4 月 28 日 63.1 11.0 

タケノロ匂ii) 田村町岩作 4 月 20 日‘ 不検出 6.1 

タケノコæï) 田村町山中 4月 21 日 不検出 10.8 

.タラノメ 田村町栃本 4 月 27 日 不検出 14.4 

タラノメ ，田村町谷田川 4月 28' 日 不検出 15.1 

タケノコ 田村町小川| 5 月 13 日 不検出 9.7 

タケメコ . 田村町金沢 5 月 1 日 不検出 13.8 

タゲノ.コ 田村町川曲 5 月 15 日 不検出 18.5 

タラ，.~ノコ 田村町岩作 5 月 7 日 11.7 匂 8.2

タケノコ 田村町山中 5 月 1& 日 不検出 9.9 

タケノコ 田村町田母神 5 月 15 日 不検出 18.2 

タケノコ 田村町栃山神 5 月 1 日‘ 145.8 14.6 

タケ/::;i 自村町糠塚 5 月 26 日 不検出 12.4 

タケノコ , 田村町糠塚 5 月 7 日 不検出 14.5 
、

品名 採取地 検査日 セシ!7ム

'‘ 
134+137 {セシウム 134-+137)

タケノコ 田村町糠塚 5 月 7 日 不検出 16.8 

タケノコ 田村町谷田)1/ 5 月 20 日 不検出 10.5 

タケノコ儲) 田村町 5 月 18 日 38.3 10.9 

コシアプラ検査揚に持ち込まれたすべての結果
検査機器〈非破寝式そのままはかる NDA> (単位ーベクレJレ1kg)

、

品名 採取地 検査日 セシクム 検出限界値(セ セシワム 後出限界値{セ
;' 

134 シウム 134) 137 シウム 131)

コシアプラ 西郷村. 4月 .28 日 28.2 13.6 687.0 9.9 

コシアブラ 金山町 5 月、6 日 不検出 11.9 不検出 10.2 

コシアプラ 二本松市 5 月 7 日 不検出 11.7- 不検出 10.0 

コシアプラ 猪首代町 5 月 8 日 不検出 12.8 124.2 10;8 

コジアプラ@日) 会津若松市 5 月 7 日 不検出 11.2 27.4 9.3 

検査機器〈非破寝式レギzーム>(単位ベクレル1kg) ・

「品名 採取地 検査日 セシクム 検出限界値

134+137 {セシウム 134+137)

コシアプラ =島町 5月 7 日 168.6 15.6 

コシアプラ 熱海町石鑑 5月 7 日 435.4 22.1 

ゴシアプラ 猪首代町 5 月，7 日 59.9 19.2 

ゴシアプラ， 猪苗代町 5月 11 日 246.4 . 16.3 

コシアプラ 猪苗代町 5月 13 日 244.8 日立;

-検査施設と予約電話番号
施設名 ー 予約電話番号 施設名 予約電話番号

1 育大槻行政センター 080・3144・9333

3 食事久田行政センター 080・3199・6587

5 安・富久山行政センター 080，3325-0948

7 安田村行政センタ..- 080・3327・6588

2 安安積行政センター 080・3145・"6982

4 女日和国行政センター 080・3324-6489

6 ・・湖南行政センター 080・3325・7498

8 安西国行政センタ-- 080・3339・1816

9 安ニコニコこども館 090・8612・8293 ・は検査物を刻む必要があります。



別記第 1 号様式 支出調 室
田代表者 経理責任者 起案者

会派名
信事 告参 高橋善奇襲:日本共産党郡山市議団

_.~ 

区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 -自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金
J / 

‘ 
交通費出席者負担金・会費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料 '-

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作歳費

3 広 報 費 Jコ市Sミ、議会だより (:6 月定例 広報誌(紙) 264, 000 報告書等印刷費 264000 

送料(折込料含む) 掲ワ載ェ代プ、ページ

茶菓子代 振込料
"" J 

会場費 交通費

;正 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

f 
茶菓子代 振込料

E 箇ιY・

表通費 旅費

要請 自動車燃料費 資料作成費5 陳情活動費
振込料

, 町.
>‘

進場費 交通費

6 会 議・費 盲動車燃料費 資料作成費

振込料
J 

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料
、

振込料
ら

法規追録代
/ 

参考図書代、

購新読聞料(日刊紙)8 資料購入費 雑誌等購読料

有等利料用データベ」ス 振込料
料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料
も

事リー務機ス器代等備品購入費

1.0 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通動信車運燃搬料 ・
電話料等(按分) 郵便料等

11自費 自(按動車分燃)料費 その他、

. 

支出年見日 2020年7月 20 日 現支金出出番納号簿 6 合計 264, 000 



別言己第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
ら

t 1. "也~号

区 分 ※該当する区分にO印ノ 費 回一名

ょ戸研究費!:江守広報費 i4 広吐
三一要請陳情醐費， 費 資料作成費 i三笠竺購入費 広報誌(紙〉

10 事務所費 11 通信運搬、・自動車燃料費舗便，料等) ※該当する支出費目を記入

支 l 出目的 ト一一町一一一一一…一一一一一一一一一士一一一一一一…一一~ァー一一一一一一

(支出事由)
1 会派市議会だよりの作成
ト一一一{ーームω , 同

…一一一一

, 、 、

、

-- , 

内 骨H骨 市議会だよりの印刷を依頼

• ‘'--,' 、、

、

B ・

支出年月日 支 出 先 支出金額

2020年
有限会社郡山共同印刷 26.4000 円

7月 20 日

上記めどおり支出し志す。

、

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙添付

, I 

議員氏名
ノ

-、.

※複数の領収書等を貼る場合Lは、重ならないように貼付してください。

町，

高橋 善治改，'::若劉宮tl. ，h，

...直也ーヨ誕'

※欄内に貼付で、きない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。‘



p:ij' 
Yすて理整等書収領

別記第11号様式

・ _._t・ー-...." ・-... ........._...1'" 

三空:2 6 竺 ?丹 t-2 日

1 ，，:，...;__- 町、 白島、マ ぞ-.
・ 一一

怜
ザ

陸
場
、d
p

寵藍霊
器開

J 目、 .t:::

l¥J�. .__一一ー

!ミ-卒去ゑ良野~ふ主主迄追♂ -fZ3
下記のとおり御議求申し上げます〆

品名「

1 る同霧器会委ゑ告

量妻女

ポ
ハ
リ

-

f
i
s
t
2
1
1
!
l

・

2
‘
‘
ー
!

, 

6. 

• 4 

5 
, ;・. 

6 

計4金持

c 

7 
:門

ーーー ー._. ~哩』ーーー一ー ー-' ー・・曲】同-・戸』白山戸ー・ー・--....-._-_.."-・ー一合目必・占」白脚刷、-・r!l.，__:'ゐ恥・ー ー自-ーー一一ー ---ー園町 E・ー・~""ーーョー ・ ー ・四ーー 司・~- -- 宇ー

. 
、 ♂ 令…噌 司一;アでケ十‘プ一一.てγプγ:プ竺.....::.-でγ?ケP

‘ 姐 - 司. 、 今 ‘、、 F 一占司 ‘ 一叩占 一 一 喝

一、→ー.一、

Z 〆 Q tO'O

.一一" -一一 一一--一.一一

一-一. --一一 二マー吋ー..・一

領 収 証日再三共産党三きl)áJ守秘同様 No・

iji;;:::iiJ:::?;!とr~li~t61[~~(õ~lillltmõ~~~~~~ι 

2020 年 ?月初日 上記正に領収いたしました

子9飽，;-8∞4 福島県郡山市中町1
有限 aø
会社j 叡P

消費糊等( %) 取締役学長
電話 (O-24) ，9~3'~

/ 
F こー〆

• 

』

仁ヘf

重ならないように貼付してください。※複数の領収書等を貼る場合は、



• 

• 

，広報誌全体と対象外面積で按分するロ

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 . mmX 2 

2 対象外面積、
t 

‘① o mmX o mm= 

② mmX mm= 

③ inmX - mm= 

④ mmX 皿皿=

⑤ mmX mm= 

計

3 按分割合

E 1 ×‘ 100 = 対象外按分率

4，対象経費算出

面=

。

。

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率

207, 044. 

111Ii 

m五

1!11� 

d 

mm2 -' 

mm2 ---n ・・

。 %' 

2 

mm • 

J 

1 

o %=  0 円・温‘

(1 円以下切り上げ)

キ出額 264, 000 円 III 対象経費 264, 000 円



コーロナ対策…医介 市民 への を
ー、、

報 vh 

舟:

告妻
2x s・

・
冒
，
.

回­

て国て家固定事質を新支ワどン E哩哩哩ESf.fI'.司 つのつ回の減質臨J云E齢者~II:咽
ほのは賃答費業問新設援!をデ liiltst逼直孟温て支て答対少間量園面白幽嗣‘画圃探請 取回!こ会ゆ=ね・
し持、等】支者】設 'C'::" ク、イ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 対援い】象し】・眠n.三票歪ヨ・択願日でか、が臨まい深

bi 警告書集計量計詩お制宙 50 市 d 売開ワ!?示 ZE幽箇温aEi A 菜室 S 軒室主裂

iiiiliii ま言番号5332i 長 ???iii.22持詰突 iii522 望 25汗
22!? ii詩;詩iiii?ii i!? ???間;をま 21355 長 ZT73
25J 計三五諒持2お智者 守白書震は雲52 竺芸皇居雲間持34
2iii??igsiifig;F き iRi ii思 ?31 禁??訪露2152i
i??558f311524間設i 持i ドヴFむ E;iE52話信量
f ヵ:で室白雪詩語日 3 喜男雪~ ~. ....~ ':'.~ ~ ~ ~お更喜喜突警!寝宍 も宅暮 25 重言語P572

詳りす対問会か守緊ル民
述、ぺ応者のら急ス生
)採てをと場提の感活
。択の質しで案予染巴
の議して審，さ算症広
定案ま登議れ措のが
め巴し壇が定置対る
|こ賛廷し行約を込応中
力成(、わ 35 決で
をし本これ億定は郡
尽ま文のま 5 し、山
くしで間し干;て郡市
しだ詳の定万き山議
ま。述市。円ま市会

し市)民自のし議の
定民。と.本補窓会 6
0 か の共正がは月
請ら 懇産予、こ定
願寄 談党算これ例
はせ や郡案のま会
"4 5 要:山を 6 でが
件れ 望市中月 2 聞
が定 聴議、，j}議回か

l-?I 
似Ifit，

. 
.....・
喧

-・・・圃・・・・・・・・・・・圃 Fアョ~-~~可哩;:::r~~..:.司 !~.r'"・

-圃圃圃圃圃幽箇圃圃圃圃圃・・・圃・・・・・・・・・・・・圃-

引の
給
食
費
半
額
補
助
J

降
も
実
施
を

3

学
期
以

【
質
問
】
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活
に
対
応
じ

た
教
職
員
増
を
!

【
回
答
】
市
独
自
に
、
特
別
支
援
教
育
補
助

員
、
語
学
指
導
外
国
人
、
I
C
T

支
援
員
、

部
活
動
指
導
員
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
教

育
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
教
職
員
に
準
じ

る
専
門
ス
タ
ッ
7
を
増
員
し
た
σ

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

ジ
ャ
ル
ワ
l

カ
!
の
勤
務
日
数
を
増
や
す
な
ど
、
児
童
生

徒
の
き
め
細
や
か
な
心
身
の
ケ
ア
と
学
力
保
障
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
、
国
の
「
学
び
の
保
障
」
総
合
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
示
さ
れ
て
い
る
学
習
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク

ト
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
l

カ
i

等
の
新
た
な
配
置
を
県
に
要
求
し

て
い
く
。

【
質
問
】
却
人
程
度
の
少
人
数
学
級
へ
の
移
行
が
必
要
で
は
な
い

，
刀

m回
答
】
全
国
的
に
は
刊
入
学
級
だ
が
、
福
島
県
は
小
学
校

1
、

2

年
生
と
中
学
校1
年
が
一
学
級
叩
人
、
そ
れ
以
外
は
叩
人
程

度
と
独
島J

の
少
人
数
学
級
を
編
成
し
て
い
る
。
郡
山
市
で
は
、

9
1
6

学
級
中
1
2
5

学
級
(
花
.
・1
%
)
が
叩
人
以
下
の
少

入
数
学
級
と
な
っ
て
い
る
。
各
学
校
で
は
、
新
し
い
生
活
様
式

に
基
づ
く
学
校
生
活
事
例
集
に
基
づ
き
パ
感
染
リ
ス
ク
を
可
能

.
な
限
り
低
減
す
る
措
置
を
講
・
じ
て
い
る
。

【
質
問
】
学
校
給
食
費
半
額
補
助
、-
3

学
期
以
降
も
継
続
を
十

【
回
答
】
今
後
の
国
の
財
政
支
援
、
新
型
ヨ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

Jス
感
染

症
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
、
家
庭
生
活
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
，

総
合
的
に
検
討
す
る
。
.

臨謹量
例
年
通
り
の
1

月
末
で
は
、

が
短
す
ぎ
る

期
間

【
質
問
】
特
定
健
康
診
査
と
各
種
が
ん
検
診
は
、

開
始
時
期
が
2

カ

R
延
期
さ
れ
た
が
、
終
了
は

例
年
通
り
1

月
末
。
終
了
時
期
を
年
度
末
ま
で

延
長
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
.

【
回
答
】
郡
山
医
師
会
の
意
見
を
も
と
に
、
実
施
期
間
も
決
定
し

て
い
る
。
自
動
音
声
電
話
、
ふ
れ
あ
い
F
A
X

、

3
N
Sな
ど

も
活
用
じ
J
期
間
内
の
受
診
率
向
上
を
目
指
し
て
い
に
。

ぽ施
パ
ス
通
勤
費

助
成
に
つ
い

て
は
「
検
討

し
て
い
く
」

【
質
問
】
箱
の
組
み

立
て
作
業
な
ど
の

仕
事
依
頼
が
減
少
-

し
て
い
る
就
労
継
続
支
援

B

型

に
対
し
て
受
注
機
会
拡
大
の
た

め
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】
2
0
0
0

年
よ
り
郡
山

市
社
会
福
祉
事
業
団
が
、
障
が

い
者
就
労
施
設
で
制
作
す
る
製

品
に
つ
い
て
、
企
業
か
ら
の
発
・

注
相
談
、
販
売
支
援
、
専
門
技

術
者
派
遣
な
ど
、
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
2
0
1
9

年

度
か
ら
は
、
農
業
分
野
に
も
広

げ
、
農
福
連
携
を
追
求
し
て
い

る
。
今
後
、
新
た
な
発
注
者
の

開
拓
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
そ
。

【
質
問
】
障
が
.
い
者
就
労
施
設
等

か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進

は
法
律
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、

'高橋善治

冨.FAX 955 ・ 3093

‘
.
，
ぬ
，
F
実
閣

・
調
噛
伊
仙
宮
崎
笛
制

d
E
-
d

司
固
州

同
省

り育諸会だよ
NO..138 2020 年 7 月号
日本共産党郡山市議団

3~)..加悦i¥ 



(2) 

市
で
も
「
毎
年
目
標
金
額
を
定
め
、
可
-
能
な
限
り
発
注
に
努
め
.
る
」

と
し
て
い
る
。
今
年
の
調
達
目
標
額
は
1
8
0
万
円
、
年
間
予
算
規

模
が
2
0
0
0
億
円
を
超
え
る
自
治
体
と
し
て
あ
ま
り
に
少
額
で
は

a
p
、
、
。

千
匂
『
L
V
4
μ

【
回
答
】
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
記
念
品
、
印
刷

業
務
、
配
布
物
‘
の
封
入
作
業
や
除
草
業
務
な
ど
を
発
注
し
て
き
た
。

今
後
も
、
庁
内
各
部
局
や
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者
邑
立

支
援
協
議
会
な
ど
と
協
議
し
、
自
標
額
の
達
成
を
目
指
し
て
い
く
。

【
質
問
】
エ
賃
が
月
1
万
円
ほ
ど
の
施
設
利
宵
者
に
と
っ
て
、
通
勤
の

た
め
の
路
線
パ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
免
担
は
大
き
い
。
市

と
し
て
パ
ス
運
賃
の
補
助
制
度
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
ラ
が
ど

う
か
。
・
\

【
回
答
戸
直
一
近
の
調
査
で
は
、
、
就
労
継
続
支
援

B

型
の
利
用
者
6
5
0

人
の
う
ち
1
9
6
人
(
約
叩
%
)
.
が
'
事
業
者
の
送
迎
か
公
共
バ
ス
な

ど
の
剥
旬
、
残
り
は
家
族
の
送
迎
等
マ
あ
る

ι
助
成
に
'
フ
い
て
は
、

ア
シ
ケl
ト
調
査
を
実
施
し
実
態
と
，
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
う
と
ど
も

に
、
-
助
成
実
施
自
治
体
の
状
況
を
調
査
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

9

月
で
終
了

事
業
主
が
対
象
外
、

で
は
不
十
分

【
質
問
】
国
保
加
入
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
限
定
の
傷
病

手
当
金
が
新
設
さ
れ
た
が
、
支
給
の
対
象
者
は
被

、
用
者
で
あ
り
事
業
主
は
対
象
外
で
あ
る
二
と
、
国
­

の
支
擦
が
9
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
な
ど
~
改

善
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
回
答
】
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
?
国
も
考
元
て
い
る
。

-
W支
給
対

象
者
の
拡
大
」
「
実
袷
対
象
額
の
増
額
」
に
つ
い
て
は
全
国
市
長
会

で
も
国
に
要
望
し
一
で
い
る
。
質
問
の
趣
旨
は
市
長
会
に
伝
え
.
る
。

市議会だより

費半額@函彰I J 
補助を実施 8~12月t分 zi 

今定例会の補正予算で、

学校給食費の半額補助が実

施されることになりました戸

国のコ'ロ・ナ対策の臨時交.

付金を財源とするもので、

8""' 1 2 月の 5 か月間の期

間限定措置です。予算規模は 3億 1 ， 508 万円。

すべての市立小中学校に通う児童・.生徒を養育す

る保護者が対象となります。

5 か月間の限定措置とはいえ4 この間市民が声

を上げ続け市に実現を迫った運動の大きな成果で.

す。日本共産党郡山市議団は、 1 月以降も補助を

ー継続するよう、引き続き要求していきます。

2020年 7 月

コロナ感染者の拡大を防ぐためにはPC R-検査を拡充するこVと
が必要だと、日本共産党市議団はH貫して市や県に要求してきま
した。郡山市はPCR検査機器を新たに購入したり、発熱外来を
郡山医師会と連携して設置するなEの対策を強犯し、現在は郡山
保健所管内で 1 日平均6Ù-70名の検査が行われていますo 10 日に
市内 7 例目の感染者が出ましたが、感染拡大をさせないために、
早期の PC R検査の重要性がますます明らかになってります.

郡山市のホー
1!25-q/5 日 ジを重量照し作成

画軍第2 波対策の決め手は，
PCR検査の拡大/

ノ

EBmi置lDim霊盟

郡山保健所 累計計医療機関

33 

236 

1370-

33 

203 

1・ 134871 

203 

263 

33 1/25....3/29 

3/30....4/19 

ー 4/20....5/17

国保税算定、 I
所得未申告を I
なくせ I 

未
申
告
で
は
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い

【
質
問
】
国
保
税
算
定
に
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
あ
る
が
、
.
年

度
当
初
の
未
申
告
者
は
2
割
前
後
。
未
申
告
の
ま
ま
の
納
税
と

な
れ
ば
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
過
大
な
税
負
担
が

求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
市
の
対
応
は
つ
・

【
回
答
】
市
と
し
て
、
所
得
申
告
の
勧
奨
に
努
め
、
'
未
申
・
告
世
帯

数
は
凶
年
4
月
に
9
、
0
0
5
世
帯
2
1
・
2
%
が
2
0
年
3
月
末
1
、
9
2
4

世
帯
4
・
掴
6
%
に
減
少
し
た
。

内
質
問
】
医
療
費
全
額
自
己
負
担
と
な
る
資
格
-
証
明
書
該
当
の
市
民
の
中
に
、
、
未
申

告
の
世
帯
は
な
い
の
か
が
・

【
回
答
】
同
年
1
0
月
資
格
証
明
書
交
付
世
帯
7
0
3
の
う
ち
、
3
4
6
世
帯
が
未

申
告
。
相
談
1
勧
奨
に
'
努
め
、
初
年
3
月
末
に
は
資
格
証
明
書
交
付
世
帯
1
7
2

減
の
5
3
1
世
帯
、
未
申
告
世
帯η
減
の
2
7
3
世
帯
に
減
少
し
て
い
る
。

高
橋
市
議
は
、
前
記
の
他
に
東
部
地
域
の
問
題
と
し
て
「
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ

じ
て
」
円
廃
校
施
設
の
使
用
問
題
」
の
2
点
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

盤 1 ~"!..-汚染水の海洋放出に反対…・
園田ト. ー ・注且- --..:・ 4

顧L E 市民からの言書願を全会一致で採択
干，

a・M・ ・..~・・・・・圃・・・・・圃掴』品~ -~込.... 厚司..._'~・輔副区~~且..，.冨査士宮':'1':'6守...... 固圃・・・. . 
五ã. 1 6 月定例会には、市民から 6件の詩ち睡凶薗田園圃圃箇箇幽薗薗薗固圃画監量豊塵扇
ーに

!~~I 願が出されました うち、 4 件が採択一 ...  冨・・圃里..  画面圃・置量置瞳量~
1劃; -21tþil~継続審査ふりました。採択さ腸園田園醒盟薗富島
寝11_ :れた請願の 1 つが、 3 月定例会で+1 磁調園・盤量盟理盟国圃圃圏盟国圃・;
続行「不採択J とされた「汚染水の海洋教1 圏圃・醸璽曹司園園田園:
審;ii 出に反対する請願J です。全会派の賛・圃厩聾慰霊櫨圏園周函E
.;/ ;聞を得られるようにと請願文章と請願圃置関図画面開凶園田~~=
1三I ~事項で当初案から修正が加えられまし \iぺ四 ---=.，.-~軍司 i

・ 2 ・

~~'I :たが、 「海洋放出に反対する J という題名で請願が採択された意義は大きなもの

があります6 この問、粘り強く各会派に働きかけた請願者の努力、県内全域で盛

り上がった住民の声が大きなカとなった冶言えると思います。採択された請願4
件は、.次の通りでオ。

O東京電力福島第一原発事故により発生した汚染水の海洋放出に反対する請願
0台風 1・ 9 号により越水 Lた逢瀬川堤防右岸咲田橋から開成山樋門聞の可及的速

.やかな完成求める請願書

o r国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の+分な就学 i
支援を求める意見書J の提出を求める請願書 i 

O地方財政の充実・強化を求める意見書提出の請願について 、

。 。

の国求槽性放豪
改にめとの流雨
定対るし軽し時
をし請て減水に
求「願のを位逆
め再書活図上.流
る審 用る昇が
意法 継たす発
墨( 続める生
吏刑と、こす

諸事 内旧とる
苦訴 水豊に逢
室訟ー処回よ瀬
JS 法理浄る川
訟の 計水河に
葛再 画場川、
碧審 のの氾市
願規 見雨濫肉
定 直水の内
) し貯危水
」 を留険を

主\ 継続審査とは、 9 月定例会までの「継続審査J
E7: j盤、の意味付議ム全体ば休会中ですが、当該の
てなt続・1 ι 宮

=-・4 常任委員会で審査が行われます。継続となった渇審行l
了目 iヨヒ理由がありますので、請願者や当局から追加資
:?雪/料や説明などを受け、この間に結論を出すこと
-/ になります。

2871 

6/8....7/5 .4 4 3-9 

1 501 

1568 1430 

1364 

前
者
の
常
任
委
員
会
に
お
・
け
る
請
願
審
査
で
は
、
請
願

文
の
中
に
問
題
の
あ
る
記
述
が
あ
る
、
「
旧
豊
田
浄
水
場

の
雨
水
貯
留
施
設
と
し
て
の
活
用
継
続
」
が
ど
の
部
分
を

指
す
の
か
明
確
で
な
い
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
台
風
被
害
者
の
思
い
を
考
慮
し
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。

後
者
の
審
査
で
は
、
菟
罪
に
つ
い
て
一
般
に
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
請
願
文
や
意
見
書
案
に
書
か
れ
て
い
る
事
実

は
、
に
わ
か
に
理
解
で
き
な
い
面
が
あ
る
、
・
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
委
員
の
調
査
・
研
究
の
期
間
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

137 

1.38 

5/18-6/7 



別記第 1 号様式

代表者 経理責任者 起案者

会派名 @ (響 高橋
日本共産党郡山市議団

" 

善運動
区 分 事 由. 費 自 金 額 小計, 

/', ' 交通費 旅費

i 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料，
3 

会場費 講師謝金. 

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

.振込料

• 会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

会市議)会だより (6 月定例
~--

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費 51150 
送料(折込料含む) 51 , -150 掲ウ載ェ代プページ . 

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

自動車燃料会
，、

4 広 聴 費 資料作成費

茶菓予代 振込料
, • 

交通費 旅費

要請
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
. 

舎場費 交通費

コ..6ミ、 議 費
、

，自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
~ 

7 資料作成費
-, 筆耕料 振込料

J 

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費
新聞(日刊紙)

雑誌等購読料
. 購読料

1 有等利料デ用料ータベース 振込科 . 

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料
、

1 、

事リ務ー機ス器代等備品購入費

10 事務所費 消耗品等事務費 印別代

振込料 配送手数料

通自 信運搬
電話料等(按分) 郵便料等

11 
動車燃料費 自(按動車分燃)料費 その他

, 

支出年月日 2020年7月 20 日 現支金-出出番納号簿 7 合計 51 , 150 
，、



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

F 円 , ~ , 、円;湾整1, , 

区 分 ※該当する区分にO印 費、目 名
, 

2 研修費③広 聴、費 s 宇 / 

話イ i ぢ会議費 7 資 料購入費 送料(折込料含む)

11 通信運搬 F 自動車燃料費(郵便料等) ※該当する支出費目を記入
~. ~，-- ~ --'~.------'----';・

支出目的 トー一- " ‘ 」ー一一・ー一一ーー一ー-...-ー」闘

会派市議会だよりの新聞折込代金
(支出事由) "“-・・------.. : r 

、

ノ " 

、 , 

自由申マー---司自 "ーァー一一一一一-.-叩---日

内 容 T市議会だより J 16 ， 500 枚を 7 月 1 9 日の新聞に折り込みを依頼.

• _..-------一一一時甲山白山一一一一一--一---'-・ーー 一
‘・

、，

支出年月日 支 出 先、 支出金額
'-

、
! 

2Q20年
.ノ d 

有限会社郡山共同印刷 5115{) 円.
7月 20 日

J " ‘・

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋 善治 l'動明~~虫干世

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

刻紙添付

J 

ι 

r、
、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないようい貼付いてください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 iチ様式 r領収書等整理票J に貼付してください。



重宝
巨ヨ収領

別記第11号様式

百
万

~ 

理整
長.，..

守

!領取書及び料金内訳明細書写貼付欄

謡史 No・ー…一一 ー "一‘一一一一

切錦戸8004 福島県郡山市中町随一泊
有限吾妻賢 .1. ~士

s 叩会社 g釘:11μ.J .....亥寸ミ-β良-桑2玄主乞法f左怠主主主-笠笠笠ω2卑塁却F 宇~lい崎ぺ命 主設義 i血追 -一一 J:i吋j
下言記己のとおり{翻s部f議ヨ京ぞ申し上iげ子言ま芝?‘すg吋 電話

ご事竺:三玉ご士窒事土壁画(一

主竺_:?~...~子宏一三-17一日;

ま~う，'. ~ 

!
l
i
t
i
-
i
l
a
-
-
z
t
i
t
i
l
-
-
!
 

ー

;
1
1
1
1
4

『• 3 

2 

'. ・・ 、.
z 、

3 

4 

5 

6 

7 

百

G円 1619

-ー一-ー一一~

長 6S()

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

計..0. 
c 

O~ 

• 



l 広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 、広報誌全体面積

271 . mmX 382. mmX ‘ 2 面二 207, 044 m~e.e e. i 

2 対象外面積

① o mmX o mm= 。 mIfi 

② 
J 
mm>く mm= mm 2 

③ mmX mm~ mm 畠

④ mmX mm= mm 2 

⑤ mmX mm= mm 2 

• 計 。 mIfi・ ・， e II・・ 、

3 按分割合

証 -;- .i x' '100 対象外按分率 o' 0/0 
ー、

4 、対象経費算出

支出額 51, 150 円 ﾗ 対象タ?按分率: 。、% '0 円・ 6 ・世ー

( 1 円以下切り上げ)'

支出額 51 , 150 円一温=対象経費目 51 ，， 150 円

• 
」



"' 

;6 
報
月

ι議I
回 A
'D' 

コーロナ対…医 護市民 への援を

ム?I
似1ft，

-
深
刻
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
被
害
の
影
響
ガ
市
民
生
活
巴
広
が
る
中
、
郡
山
市
議
会
の

6

月
定
例
会
が
開
か

机
ま
し
左
(
6
/市
j
/
却
)
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
で
は
、
郡
山
市
議
会
は
こ
れ
ま
で

2
回

'
ゆ
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
特
別
定
額
給
付
金
な
ど
の
潔
急
の
予
算
措
置
を
決
定
し
て
き
ま
し
だ
が
、
こ
の

6

月
議
副

会
ガ
本
格
的
な
論
議
の
揚
と
な
り
ま
し
定
。
市
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
約
お
億

5

千
万
円
の
補
正
予
算
案
を
中
心

区
、
議
案
調
査
べ
一
般
質
問
(
市
名
)
ス
常
任
委
員
会
の
場
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
定

1

日
本
共
産
党
郡
山
市
議

団
か
ら
は
、
高
橋
善
治
市
議
が
一
般
質
問
の
最
終
質
問
者
と
し
て
登
壇
し
、
こ
の
間
の
市
民
と
の
懇
談
や
要
望
聴

取
で
寄
せ
ら
れ
定
市
民
の
声
を
代
表
し
、
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
定
(
本
文
で
詳
述
)
。

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
舎
回
提
出
さ
れ
定
す
べ
て
の
議
案
巴
賛
成
し
ま
し
た
。
市
民
か
ら
寄
ぜ
ら
れ
た

請
願
6

件
巴
は
、
す
べ
て
の
請
願
の
紹
介
議
員
と
な
り
、
採
択
の
だ
め
巴
力
を
尽
く
し
ま
し
だ
。
請
願
は

4

件
ガ

採
択
、
2

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
定
(
本
文
で
詳
述
)
。

宮諜I
阪
入
減
少
の
一
般
病
院
に
も

支
援
を

【
質
問
】
第
二
波
の
感
染
拡
大
に
そ
な
え
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で
働
く
関
係

者
に
、
P
C
R

検
査
受
検
を
可
能
に
!

【
回
答
】
国
の
方
針
検
討
を
注
視
し
、
1
決
ま
・

り
次
第
速
や
か
に
対
応
し
た
い
。

【
質
問
】
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ
病
院
だ
け
で
な
く
、
収
入

減
少
し
て
い
る
一
般
病
院
・
診
療
所
な
ど
も
、
財
政
支
媛

の
対
象
に
!

【
回
答
】
中
核
市
市
長
会
と
し
て
、
国
へ
の
緊
急
要
請
を
行

っ
て
い
る
。
国
の
二
次
補
正
予
算
の
中
に
、
民
療
機
関
へ

の
支
援
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
国
や
県
の
黙
策
陀
沿

っ
て
対
応
し
て
い
く
。

売
上
減
少
事
業
者
ヘ
支
援
を

匡冨圏
【
質
問
】
国
の
持
続
化
給
付
金
は
、
売
り
上
げ
が

印
%
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
。
郡
山

市
の
独
自
の
支
援
策
を
設
け
、
売
り
上
伊
減
少

印
%
未
満
の
事
業
者
へ
も
支
援
す
・
べ
き
で
は
1

【
回
答
】
「
資
金
調
達
支
援
」
と
し
て
、
.
「
融
資

制
度
」
「
宿
泊
・
飲
食
業
等
応
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
「
事
業
継
続
応
援
家
賃
等
補
助
金
」
な

ど
を
、
ま
た
「
経
営
体
質
強
化
支
援
」
と
し
て
、
「
テ
レ

ワ
!
ク
関
連
支
援
」
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
新
分
野
開
拓

支
援
」
「
宿
泊
・
飲
食
業
者
等
の
三
密
対
策
支
援
」
な
ど
を

新
設
し
た
0

・
さ
ら
に
、
、
支
援
に
つ
い
て
相
談
に
乗
る
体
制

を
新
設
L
た
。

【
質
問
】
家
賃
の
支
援
を
休
業
者
だ
け
で
な
く
、
売
上
減
少

事
業
者
へ
も
。
ま
た
、
自
己
所
有
店
舗
者
に
対
し
て
も
固

定
費
支
援
を
!

【
回
答
】
休
業
事
業
者
支
援
を
第
一
に
「
事
業
継
続
応
援

家
賃
等
補
助
金
」
を
新
設
し
た
。
質
問
の
事
業
者
に
・
対
し

て
は
、
他
の
支
援
策
(
前
述
)
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
か
、

国
の
持
続
化
給
付
金
、
県
の
協
力
金
・
支
援
金
を
活
用
し

て
ほ
し
い
。ー判|

給
食
費
半
額
補
助
J

降
も
実
施
を

3

学
期
以

【
質
問
】
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活
に
対
応
じ

た
教
職
員
増
を
!

【
回
答
】
市
独
自
に
、
特
別
支
援
教
育
補
助

員
、
語
学
指
導
外
国
人
、-
I
C
T

支
援
員
、

f
部
活
動
指
導
員
、
外
国
，
人
児
童
生
徒
等
教

育
相
談
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
教
職
員
に
準
巳

る
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
た
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソi

ジ
ャ
ル
ワl
カ
!
の
勤
務
日
数
を
増
や
す
な
ど
、
児
童
生

徒
の
き
め
細
や
か
な
心
身
の
ケ
ア
と
学
力
保
障
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
、
国
の
「
学
び
の
保
障
」
総
合
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
示
さ
れ
て
い
る
学
習
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
不
ク
-

J

-

ト
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
l

カ
l

等
の
新
た
な
配
置
を
県
に
要
求
し

て
い
く
。

【
質
問
〕
却
人
程
度
の
少
人
数
学
級
へ
の
移
行
が
必
要
で
は
な
い

4
ω
 

同
回
答
】
全
国
的
に
は
刊
人
学
級
だ
が
、
福
島
県
は
小
学
校l、

2

年
生
土
中
学
校l
年
が
一
学
級
叩
人
、
そ
れ
以
外
は
叩
人
程

度
む
独
底
ぽ
少
人
数
学
級
を
編
成
し
て
い
る
。
郡
山
市
で
は
、

9
1
6

学
級
中
7
2
5

学
級
(
河
・
1
%
)
が
叩
人
以
下
の
少

人
数
学
級
と
な
っ
て
い
る
j

各
学
校
で
は
、
新
し
い
生
活
様
式

に
塞
づ
く
学
校
生
活
事
例
集
に
基
づ
き
J

感
染
リ
ス
ク
を
可
能

な
限
り
低
減
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

【
質
問
】
学
校
給
食
費
半
額
補
助
、
-
3

学
期
以
降
も
継
続
を
!

【
回
答
】
今
後
の
国
の
財
政
支
援
、
新
型
ヨ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

Jス
感
染

症
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
、
家
庭
生
活
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
検
討
す
る
。
.

E宮窪酒
・当1.1由問主要3・

例
年
通
り
の
1
月
末
で
は
、

が
短
す
ぎ
る

期
間

【
質
問
】
特
定
健
康
診
査
と
各
種
が
ん
検
診
は
、

開
拍
時
期
が
2
カ
月
延
期
さ
れ
た
が
、
終
了
ほ

\
例
年
通
り
1
月
末
。
終
了
時
期
を
年
度
末
ま
で

延
長
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
.

【
回
答
】
郡
山
医
師
会
の
意
見
を
も
と
に
、
実
施
期
間
も
決
・
定
し

て
い
る
。
自
動
音
声
電
話
、
ふ
れ
あ
いFA
X
、

s
N
S

な
ど

も
活
用
し
ベ
期
間
内
の
受
診
率
向
上
を
目
指
し
て
い
く
・
。

|世 1
-
パ
ス
通
勤
費

γ
助
成
に
つ
い

τ
は
「
検
討

一
し
て
い
く
」

P
【
質
問
】
箱
の
組
み

立
て
作
業
な
ど
の

仕
事
依
頼
が
減
少
­

し
て
い
る
就
労
継
続
支
媛
B

型

に
対
し
て
受
注
機
会
拡
大
の
た

め
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
回
答
】2
0
0
0

年
よ
り
郡
店

市
社
会
福
祉
事
業
団
が
、
障
が

い
者
就
労
施
設
で
制
作
す
る
製

品
に
つ
い
て
、
企
業
か
ら
の
発

注
相
談
、
販
売
支
援
、
専
門
技

術
者
派
遣
な
ど
、
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

2
0
1
9

年

度
か
ら
は
、
農
業
分
野
に
も
広

げ
、
農
福
連
携
を
追
求
し
て
い

る
。
今
後
、
新
た
な
発
注
者
の

開
拓
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
そ
。

【
質
問
】
障
が
い
者
就
労
施
設
等

か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進

は
法
律
に
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、

3~.1.仇胤

.~'.~ 
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市
で
も
「
毎
年
目
標
金
額
を
定
め
、
可
。
能
な
限
り
発
注
に
努
め
.
る
」

主
し
て
い
る
。
今
年
の
調
達
目
標
額
は

1
8
0

万
円
、
年
間
予
算
規

模
が
2
0
0
0

億
円
を
超
え
る
自
治
体
と
し
て
あ
ま
り
に
少
.
額
で
は

な
い
か
。

【
回
答
】
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
記
念
品
、
印
刷

業
務
、
配
布
物
の
封
入
作
業
や
除
草
業
務
な
ど
を
発
注
し
て
き
だ
。

今
後
も
、
庁
内
各
部
局
や
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者
邑
立

支
援
協
議
会
な
ど
と
協
議
し
、
目
標
額
の
達
成
を
目
指
し
て
い
く
。

【
質
問
】
工
賃
が
月
1

万
円
ほ
ど
の
施
設
利
潤
者
に
と
っ
て
、
通
勤
の

た
め
の
路
線
パ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
負
担
は
大
き
い
。
市

と
し
て
パ
ス
運
賃
の
補
助
制
度
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
号
が
ど

う
か
。

【
回
答
ア
直
近
の
調
査
で
は
、
、
就
労
継
続
支
援
B

型
の
利
用
者
6
5
0

人
の
う
ち
1
9
6

人
(
約
叩
%
)
.
が
事
業
者
ぬ
送
迎
か
公
共
バ
ス
な

ど
の
釧
旬
、
残
り
は
家
族
の
送
迎
等
々
あ
る
。
助
成
に
つ
い
て
は
、

ァ
マ
ヶ1
ト
調
査
を
実
施
し
実
態
と
エ

I

ズ
の
把
握
を
行
う
と
ど
も

に
、
助
成
実
施
自
治
体
の
状
況
を
調
査
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

9

月
で
終
了

事
業
主
が
対
象
外
、

で
は
不
十
分

【
質
問
】
国
保
加
入
者
に
新
型
コ
ロ
ナ
限
定
の
傷
病

手
当
金
が
新
設
さ
れ
た
が
、
支
給
の
対
象
者
は
被

，
用
者
で
あ
り
事
業
主
は
対
象
外
で
あ
る
こ
と
、
国
­

の
支
援
が
9
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
改

善
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
回
答
】
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
国
も
考
九
て
い
る
。
'
「
支
給
対

象
者
の
拡
大
」
[
実
袷
対
象
額
の
増
額
」
に
つ
い
て
は
全
国
市
長
会

で
も
国
に
要
望
し
て
い
る
。
質
問
の
趣
旨
は
市
浸
会
に
伝
え
る
。

市議会だより

費半額に璽型璽ヌ!
補助を実施 8~12月分 続 i

今定例会の補正予算で、

学校給食費の半額補助が実

施されることになりました。

国のコロナ対策の臨時交

付金を財源とするもので、

8.......1 2 月の 5 か月間の期

間限定措置です。予算規模は 3億 1 ， 50， 8 万円。
すべての市立小中学校に通う児童・生徒を養育す

る保護者が対象となります。

5 か月間の限定措置とはいえ〈この間市民が声

を上げ続け市lこ実現を追った運動の大きな成果で l

す。日本共産党郡山市議団は、 1 月以降も補助を i

継続するよう、引き続会要求Lでいきます。 i

国軍第2波対策の決め手は
PCR検査の拡大/

コロナ感染者の拡大を防ぐためにはPCR検査を拡充するこ士.
が必要だと、日;本ー共産党市議団はト一貫して市や県に要求してきま
した.郡山市はPCR検査機器を新たに購入したーり、発熱外来を
郡山医師会と連携して設置するなどの対策を強枯し、現在は郡山
保健所管内で 1 日平均60-70名の検査が行われていますo 10 日に
市内 7 例目の感染者が出ましたが、感染拡大をさせないために、
早期のPCR検査の重要性がますます明らかになってります。

郡山市のホームペー
ジを歩照し作成

2020年 7 月
，ノ

1/25-7/5 日

33 
日
一
日
236 

1 370-

計

33 

203 

'134 

医療機関

871 

E置置置liI!'EE霊園

郡山保健所

2'03 

263 

1/25-3/29 

3/30-4/19 

ー 4/20-5/17

未
申
告
で
は
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い

ノ

【
質
問
】
国
保
税
算
定
に
は
所
得
の
申
告
が
必
要
で
あ
る
が
、
.
年

度
当
初
の
未
申
告
者
は
2
割
前
後
。
未
申
告
の
ま
ま
の
納
税
と

な
れ
ば
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
過
大
な
税
負
担
が

求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
市
の
対
応
は
?

【
回
答
】
市
と
し
て
γ
所
得
申
告
の
勧
奨
に
努
め
、
戸
未
申
告
世
帯

数
ほ
印
年
4

月
に
9

、

0
0
5

世
帯
2
1

・
2
%

が
2
0

年
3

月
末
1

、

9
2
4

世
帯
4

・
-
6
%
に
減
少
し
た
。
-
-
3

【
質
問
】
医
療
費
全
額
自
己
負
担
と
な
る
資
格
証
明
書
該
当
の
市
民
の
中
に
、
未
申

告
の
世
帯
は
な
い
の
か
干

【
回
答
】
印
年
1
0

月
資
格
証
明
書
交
付
世
帯70
3

の
う
ち
、
3
4
6

世
帯
が
未

申
告
。
相
談
v
勧
奨
に
'
努
め
、
初
年3
月
末
に
は
資
格
証
明
書
交
付
世
帯
1
7
2

減
の
5
3
1

世
帯
、
未
申
告
世
帯
η
減
の
2
7
3

世
帯
に
減
少
し
て
い
る
。
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の歯求槽性放言雇1 .~.叱汚染水の海洋放出に反対.. ••••• ••••• 
改にめとの流雨直宵 |.z v- - r , a 宝?

計紅葉ネ空|顧 1; ~ 市民からの.願を全会一致で採択 i ヰ
求『願のを位逆1.2 1; '. _ ~_ _, ~ , , _ ・ 匝:':.~田園1K;，:::'::1>~弔問中=平盟主岨薗:
め再書活図上流|昼 1: -6 月定例会には、市民から 6件の熟薗幽置窟園田幽幽通画監璽薗画富盛璽 i 廃は
る審 用る昇が I，Tt~1 Ë 願が出されました。うち、 4件が採択;園園置圏・・哩匿画面薗量置E冨曽馬
意法継たす発 lï:fl ・ 開田園圃圏直園田覇軍盟国E置霊訟;施前
墨(続める生温|i2件が継繍査となりま山駅圏圏E盟国圏盟国画面げま
音刑 と、こす曙'1' :れた請願の 1 つが、 3 月定例会では 幽圏圃闘騒盟国圃圃園田園圃

ド 肉旧とる編li 「不採択J とされた「汚染水の海洋放置園・臨麗題覇置彊圃.~ 酢
山訴 水豊に逢直::1 ・・・・画壇画障担量開画型・圃・E盟理1: ~I 
出訟ー処回よ瀬|審 I ;出に反対する請願J です。全会派の賛 E・・・居留庫民藷週量E・・面画: 問貢
宗法 理浄る川直:1 E 聞を得られるようにと請願文章と請願圃E種欝霊園坦哩i 町
民の 計水河に月号1 ・ E・E・概ー哲也説圃圃圃曹司J庄、圏直薗・ 岨
2 再 画場 111 、 11こ I ~事項で当初案から修正が加えられまし 一一 一一ー串一: 円
語審 のの氾市じ二J :たが、 「海洋放出に反対する J ーという題名で請願が採択された意義は大きなもの: 2 
願規 見雨濫肉一があります。この間、粘り強く各会派に働きかけた請願者の努力、県内全域で盛 i に富
定 直水の肉
) し貯危水 i り上がった住民の声が大きな力となったE言えると思います。採択された請願4i RF 
」 を留険を :件は、.次の通りでオ。 ・ ‘ てとニ

O東京電力福島第一原発事故により発生した汚染水の海洋放出に反対する請願 i 害こ
O台風1- 9号により越水した逢瀬川壌防右岸咲回橋から開成山樋門聞の可及的速 i 土イ
やかな完成求める請願書 i ぜ乙
o r国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の+分な就学 I~
支援を求める意見書J の提出を求める請願書 守

O地方財政の充実・強化を求める意見書提出の請願について に
つ

継続審査とは、 '9 月、定例会までの「継続審査J

の意味ですι 議会全体は休会中ですが、当該の
常任委員会で審査が行われます。継続となった
理由がありますので、請願者や当局から追加資

料や説明などを受け、この間に結論を出すこと

になり.ます。

2871 

6/8-7/5 

1501 1364 

1430 

前
者
の
常
任
委
員
会
に
お
け
る
請
願
審
査
で
は
、
請
願
J

文
の
中
に
問
題
の
あ
る
記
述
が
あ
る
、
「
旧
豊
田
浄
水
場

の
雨
水
貯
留
施
設
と
し
て
の
活
用
継
続
」
が
ど
の
部
分
を

指
す
の
か
明
確
で
な
い
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
台
風
被
害
者
の
思
い
を
考
慮
し
、
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。
-
一

後
者
の
審
査
で
は
、
菟
罪
に
つ
い
て
一
般
に
は
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
請
願
文
や
意
見
書
案
に
書
か
れ
て
い
る
事
実

は
、
に
わ
か
に
理
解
で
き
な
い
面
が
あ
る
、
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
委
員
の
調
査
!
研
究
の
期
間
が
必
要
と
い
ラ
ご

と
で
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

1 37 

138 

5/18-6/7 



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団

⑧ 
f\f議宣... ;:~言示、、 、 高橋善治鍾l

区 分 事 由ー 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費
F 

ー，

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 . 

" 振込料
円

会場費 交通費』

自動車燃料費 資料作成費
. 

3 広 報、 費 市議会だより
、，

広報誌:(紙) 264, 000 報告書等印刷費 264, 000 
送料: (折込料含む) 掲ウ載ェ代プページ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 -聴 a 費 自動車燃料費 資料作成費
、

茶菓子代 振込料

交通費 旅費
、

要陳 請
5 情活動.費 自動車燃料費 資料作、成費

、

振込料

会場費 交通費

iコE=Nz 議 I 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料 , 

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新購読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

・有等料利ヂ用ー料タベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 l事リ務ー機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動車燃料費 自(按動車分燃)料費 その他

‘ 

支出年月日 2020年10月 21 日 現金出納簿 10 合計 264, 000 支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

区 分

広報費

nuｭ
r
F「O

一
費

防
一
聴

るす当該※
 

全一色宇」 iz…里空手陣
通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

命税金事1.全

品数%(;餓〉
1 調査研究費 12 

-…ー町一一一

5 要請・陳情活動費 16 
……・…ー…

10 事務所費 1 11 

支出目的

じ支出事由)

/ 

内 “ー-ー占、、 ~ 、・

谷，雪皐"，.

研修費

※該当する支出費目を記入

支出年月日 支出先

一年10 ~'i\ 日|嘉子ち鈎お心境問手間(
上記のとおり支出します。

J..6 ~{)OO.- 円

議員氏名

E 
/ 

、 ........・ー・ー・ -

・.ー

晶画・4暗色.倫・・ーー

GR1619 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付じてください@

※欄内仁貼付できない場合除、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してくださいa



、

票理J整等収書領

別記第11号様式

, 

l領収書及び料金内電~~籾書割占イ寸欄

書Eヨ
回目納 No. 

中市山郡県島一
面
!

ι

長

m
N
n
p

斗
L

J日
朝
笹
川
開

問
一
限
社
締

f
有
会
取

20 之o 年 10 月 1 '1.. 日

日本咲差党 j郡山 tF さを、目
下記のとおり納晶いたしました

様

:() 

6 d 

2 

~ ，"一- -z 、• 3 

4 

5 

6 

7 勺
一
。 亨- -:::1. t '-t. t:J t.U) ( J¥ 

計..0‘ 
口

-
L

ト

e
s
p
-
2

主
，
‘

e
S
I
A
-
-
-
戸

室事7
同 ... 

栓忌ー 崎、-...., 
1 -.; 

� " 
議
酌

思
議
趨

I\Jo・一一一一 一ごーーーーー20 .2 0 年 10 Bμ￡白

弓杢ラ笑ミ きゑゑ !党!竺掌完竺芝:二晶竺塁郡下R町J片:
下言記己のとおり翻議ミ求食E申幹し上iげデます

,r, • 
品名

~_!ì_f)宣主会 ;fz:乏~1..:_~:.1別れ ι 4侶

3 

4 

5 

『
一、

i訪

‘ f三‘: :"-1 己

:2 6 ら~ 0 e>d I J デ OOú

E
 

a
d
h
E
 

Z
Zロ

~ 
口



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmx 382 mmX 2 面 207 ， 044 mIff. 

2 対象外面積

① o mmX o mm= 。 IIlIi 

② mmX mm= mm 2 

③ mmX mm= mm 2 

④ mmX mm= mm 2 

⑤ mmX mm= mm 2 

• 言十 。 mm2 ・・・ E

3 按分割合

並 7 X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率 o %=  0 円・・・出
( 1 円以下切り上げ)

支出額 264， 000 円一世=対象経費 _2J~4 ， 000 円

• 



9

月
議
A富
一
γ

報
告

ー
・

1

・

'
l
l

福
島
県
や
郡
山
市
巴
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
テ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
広
が
り
が
収
ま
ら
な
い
中
、
郡
山
市
議
会
の

9

月
定
例
会

が
開
か
れ
ま
し
た

(
9
/
2
j
/却
)
。
合
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
前
半.
Z行
わ
れ
だ
9

月
補
正
予
算
関
連
議
案
と
市

民
か
ら
出
さ
れ
定
請
願
巴
つ
い
て
の
共
産
党
市
議
団
の
態
度
と
審
議
結
果
を
中
心
巴
報
告
し
ま
す
。
岡
田
市
議
と
高
橋
市
議

は
一
般
質
問
を
お
こ
な
う
と
と
-
も
巴
、
常
任
委
員
会
で
は
請
願
の
採
択
巴
奮
闘
し
ま
し
定
。

げ
日
の
本
会
議
巴
お
い
て
は
、
市
議
団
を
代
表
し
高
橋
市
議
ガ
市
長
提
案
議
案
一
件
(
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
関
連

v
z

対
す
る
反
対
討
論
と
市
民
提
出
の
3

件
の
請
願
巴
対
す
る
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
定
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
で
は
、
住
民
の
要
望

に
合
わ
せ
て
行
き
先
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

だ
。
今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
田
村
地
区
に
着
い
て
も
‘

行
き
先
を
郡
山
駅
周
辺
ま
で
伸
ば
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
。
ト
イ
レ
の
な
い
磐
城
守
山
駅
の
改
善
も
必

要
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
広
域
な
田
村
地
区
の
場
合3
地
区
に
分
け
、
平
日
ロ
使
、

主
曜
日
4

便
を
設
定
し
た
。
磐
城
守
山
駅
か
ら
郡
山
駅
聞
は
鉄
道

で
約
叩
分
間
で
到
着
す
る
こ
と
‘
-
路
線
パ
ス
に
つ
い
て
も
平
田

3

郡
山
駅
時
の
地
域
間
幹
線
、
東
山
霊
園
線
の
路
線
パ
ス

2
路
線
が

今
後
も
運
行
さ
れ
る
と
と
な
ど
か
ら
、
磐
城
守
山
駅
や
安
積
永
盛

駅
を
含
め
5

カ
所
を
目
的
地
と
じ
て
設
定
し
た
。

磐
城
守
山
駅
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
.
れ
ま
で
も

J
R

-
東
担
本
氷
一
戸
支
社
に
要
望
し
て
き
た
が
、
今
回
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

目
的
地
に
な
り
寸
ト
イ
レ
設
置
が
交
遇
措
節
京
と
し
て
の
機
能
充

実
と
な
右
こ
と
か
ら
要
望
を
強
め
た
い
。
‘

福
島
市
T
実
施
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象
と
す
る

路
線
バ
ス
無
料
制
度
を
、
郡
山
市
で
も
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か

一
樹

ょ7/
伽ゆ

コ
ー
ヶ
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
充
実
を
二

P
C
R

検
査
の
拡
充
が
必
要
で

感
染
者
拡
大
に
備
え
、

は
な
い
か

【
答
弁
】
こ
れ
ま
で
保
健
所
と
民
間
医
療
機
関
と
で
一
日
最
大
約1
7

0

件
の
検
査
を
行
っ
て
き
た
。
今
定
例
会
・
に
提
案
さ
れ
て
い
る
発
熱

外
来
診
療
所
の
拡
充
、
P
C
R

検
査
セ
ン
タ
i

の
設
置
に
よ
り
一
日

約
2
6
0

件
ま
で
確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
今
後
も
、
P
C
R

検
査
を
実
施
す
る
医
療
機
関
の
拡
大
を
図
っτ
い
く
。

保
健
所
職
員
体
制
の
強
化
が
必
要
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
こ
れ
ま
で
は
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー
所
属
の
保
健
師
に
よ
る
応

援
体
制
を
組
み
、
延
べ2
1
6

入
を
動
員
し
た
他
、
-
他
部
署
の
保
健

師
2

名
・
事
務
職
員
3

名
を
保
健
所
勤
務
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
発

熱
外
来
の
設
置
な
ど
新
た
な
業
務
に
対
応
す
る
た
め
会
計
年
度
任
用

職
員
2

名
を
採
用
じ
た
。
今
後
の
体
制
強
化
の
た
め
に
は
、
今
年
度

の
採
用
試
験
で
は
保
健
師
4

名
の
予
定
に
対
し
7

名
を
合
格
者
と
し

た
。
(
そ
の
後
、
医
師
1

名
の
新
規
採
用
が
決
定
し
た
)

コ
ロ
ナ
対
策
の
冨
か
ら
も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
早
川
防
接
ゲ
点

種
の
助
成
の
対
象
を
高
齢
者
か
ら
市
官
民
全
体
に
広

m
g
p
h

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
ν
f
.

【
答
弁
同
発
症
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
の
接
種
に
吋
し
費
用

・
助
成
を
し
て
い
る
が
、J

高
齢
者
以
外
は
、
ヮ
・
ク
チ
シ
の
発
病
阻
止
効

果
が
低
単
φ
観
高
か
ら
低
意
の
恩
り
扱
い
と
な
っ
て
い
る

f
接
持
'

期
間
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
見
込
み
、
有
効
性
等
の
面
部
.

ら
、
令
和
2

年
目
叩
月
6
日i
u
月
四
日
と
し
て
い
る
。

司
ロ
歩
・
感
、
場
の
拡
式
で
・
叩
各
種
災
害
時
の
避
鍵
所
の
あ

り
方
に
つ
い
て
再
検
討
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
今
後
は
、
新
し
い
生
活
様
式
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

避
難
所
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
。
昨
年
の
台
風
被
害
を
教
訓
に
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
約
1
1
0
0

台
、
段
ボ
ー
ル
間
仕
切
り
約
2
5
0
0

-
区
画
分
、
簡
易
カ
ー
テ
ン
2
0
0

世
帯
分
、
テ
ン
ト
約
3
0
0

・
張
な

ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。
ま
た
、
株
式
会
社
エ
ラ
ク
と
協
定
を
結
び
市

内
9

店
舗
3
2
3
0

台
分
の
車
中
避
難
場
所
を
、
さ
ら
に
郡
山
市
旅

館
ホ
テ
ル
組
合
と
協
定
を
結
び
2
3

施
設
約
8
0
0

人
分
の
宿
泊
先

を
確
保
し
て
い
る
。

一J
H
2
i
J
、
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
じ
む
市
民
生
活h

h
峰
崎
直
白
川
い
に
1
l
ド

対
応
が
遅
れ
た
だ
け
に
、
わ
が
市
の
家
賃
支
援
、
事
業

鍍
続
応
援
給
付
金
の
絵
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の

特
別
の
手
立
て
が
必
要
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
給
付
を
ス
ム
ー
ス
に
す
る
た
め
に
、
.
記
載
項
目
の
簡
素
化
、

電
子
申
請
や
郵
送
受
付
・
窓
旬
で
の
対
応
な
ど
を
行
う
他
、
会
計
年

度
任
用
職
員
を
増
員
し
体
制
強
化
を
図
づ
て
い
る
。

2

学
期
に
実
施
さ
れ
て
い
る
学
校
給
食
費
へ
の
半
額
補

助
を
3

学
期
も
継
続
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り

新
た
な
事
務
負
担
が
学
校
現
場
で
増
え
な
い
た
め
の
手

立
て
も
考
え
る
こ
と

【
答
弁
】
国
か
ら
の
財
政
支
援
、
経
済
状
況
や
家
庭
生
活
の
状
況
な
ど

総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す
る
。
効
果
的
・
効
率
的
な
事
務
手
続
き
に

つ
い
・
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

@換気の悪し1

11間空間

時
慨
も
鍛
附
町

議
d
d繊
酬
明
@間近で会話や
発声をする

H
U
J
 

ペ，ムホ
用
市
引
山
も

郡
か
・

※
 

現サ l 轡掴扇町
在 11 -'1 
グ3 ご"/高齢省無税量陸軍医

事 i 順調醐蹄欄
業 3' 1: r菌培!tl 万円"，，~a7・ 1
内 o '. l'l旦里"… i
容 0・， ____Mこ一一

を万 汚‘蒜2話量;?継同 局町

苧失 7 タ危 l 事合ーは、 2i
¥..; V 、 3 クし 0 業は本億弁
アう 1 シて 7 ........、市 4 】
V 利万・!お・万元高と 4 福
く用円 1 り円年ー齢ほ 9 島
考状、億、)度者ぽ万市
毛事は 2 バを 75 健同円の
、り 1 ス 2 歳康数、今

安あ. 410 以長だ 75 年
1 そき万 8 1 上寿が歳度

ゆ伺 6 5 助サ、以事町
会う、 2 年成ポ本上業
俊・温万か額!市の予
主ミマ泉円ら 2 トの人，算
';/ 6 、実億 場口はー

ガ
ス
爆
発
事
故
の
一
時
的
な

避
難
場
所
と
し
て
提
供
さ
れ

た
市
営
住
宅
に
エ
ア
コ
ン
と

風
呂
が
扱
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
件
で
入
居
者
か
ら
不
満

'
の
声
が
曲
さ
れ
た
が
、
当
局

の
対
応
は

【
答
弁
】
災
害
時
の
市
営
住
宅
の
仮
入

居
で
は
、
3

ヶ
月
の
家
賃
等
を
無
料

に
し
、
9

ヶ
月
の
延
長
を

J

認
め
て
い

る
。
風
自
の
設
置
に
づ
い
て
は
、
日

常
生
活
を
送
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
一T
5・b
叱
ハ

認
識
じ
て
お
り
、
現
在
市
と
し
て
設
忌
』
，

置
す
る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
整
理
て
・
・
・
1
-
­

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
一
f
・
一
号

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
一

-
-
a，
一
司
ヲ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
←
‘
一

J

、
、
白
一
川

一
他
に
「
宅
地
内
水
道
水
漏
水
に
つ
い
て
一
←
且'
h
1
←
F
F

一
の
市
民
の
負
担
軽
滅
』
「
地
域
新
電
力
一
一

a
i

議寸
ご11

瞳費量圃

v

治
問

、
a
u
v

』
，
善
則

h
い
臨
噂
内
橋
倒

i
a
冒
可

4
司
高
富

‘
B
医
3
F決
問

・
圏
盈
掴
6
仏
唱
富
勝

a

転
U
J
.司
国
側

間
電日本共産党郡山市議団

郡山市朝日 1 丁目 23・i T8. 024 (924) 2500 

一ノ
3.8-2.肌例，



~L: J. 

3

、
コ
ロ
ナ
対
策
に
人
と
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
不
要
不
急
の
事
業
計
画
の
凍
結
-

r

中
止
を

d

数
十
億
円
規
模
と
な
る
中
央
図
書
館
西
側
駐
車
場
に
建
設
す

る
予
定
の
(
仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
の
工
事
着
工
は

凍
結
を
、
旧
豊
田
貯
水
池
利
活
用
の
検
討
は
い
っ
た
ん
棚
上

げ
に
し
、
浄
水
場
跡
地
を
暫
定
的
な
駐
車
場
に
す
る
べ
し

【
答
弁
】
(
仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
の
歴
史
資
料
の
中
に
は
災
害
に
関

す
る
記
録
も
含
ま
れ
、
.
昨
年
の
台
風
被
害
、
'
今
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
も
資
料
の
散
逸
を
防
ぎ
適
切
に
保
存
し
継
承
で
き
る
環
境
を
早
急

に
整
え
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
り
‘
基
本
計
画
に
基
づ
き
2
0
2
3

年
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

旧
豊
冶
貯
水
池
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
利
活
用
方
針
(
案
)
を
検
討
材
料

の
一
つ
が
七
て
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
様
、
各
方
面
の
方
々
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
判
断
し
て
い
き
た
い
J
旧
豊
田
浄
水
場
敷
地
の
暫
定
的
な

駐
車
場
使
用
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
ぐ
。

組
さ
』
み
収
集
有
料
化
、
簡
易
水
道
料
金
の
値
上
げ
、
各
種

手
数
料
・
使
用
料
の
値
上
げ
な
さ
ブ
審
議
会
等
で
推
進
の
方

}
向
性
が
予
定
(
決
定
)
さ
れ
て
い
る
市
民
負
担
増
の
施
策
の

.

.

 
実
行
を
漉
結
ず
べ
き
で
は
な
い
か
。

が予見 オとが.い・に問答
ら遣手すし、簡た鑑答弁
対つ数め・て台易だみ申}
応て料ては風水く、も粗
しい・い、被道 引見大

-τ る使・く利害料 き送ご.
い・用 用の金 続りみ
え今料 者影の.きとの
.後の.負響値，審な有
、本 担な上 議フ料
布年 のどげ 会て化
民 4 激もは にいに
の月 変考、 おるつ
桂か緩慮昨い。い
差是ら 和し年 てコて
経のー を、・9 実ロは
済引- 考改月 -証ナ
状ーき 慮訂に・デ禍昨
況主 しを審 l の年.
等げ た F延議 タ厳の
をに・.改期.会 等し台
慎つ.定.しの にーい風
董い なて答 基社被
官て どい申 づ会害
温も のるを い経に
種施 検・受 て済よ
め行 討本け 議状り
'なを を市た.論況中

総

(岨マイナポイント -i
t~ぷ; 事業i己反対 j 

案!
ィ l

ン・ト事業関連の予算です。戸籍住民基本台帳費 q
.として3825万円が計上され長ました。すでに制度〆 i
開始から3年以上経過 Lでいるにも関わらず、;~. I 
カードの普及率は 15%程度にとどまって川ま .T.
す(今年度当初J 。国や巨大情報通信企業によ i
り、個よ情報が集約・管理事れることによる弊!
害と危険性に多くの国民が不安を覚えているか l
らです。これを打開すべく打ち出されたのが、 . 
マイナポイント事業という「マイナンバーカー!
ドを持っている人がキヤツシ2 レスで2万円のチ l
ャージま左は買い物をすると 5000 円が付与 i
される」仕組みです。この事業を推進するため!
に、自治体に押し付けられたのがカード発行や l
ポイント付与に関わる一連の作業であり、その -i
ための予算措置です。そうまでしてマイナン:
パーカードを普及させて、その先に待っている 1

1・のは、多種多様な個人情報が集約・管理される i
j息苦しい社会です。こんな社会をつくることに:
l つながる事業に多額の税金‘を費やすことは許さ!

i之さと一一一一一一一一一j

市議会だより

4 

米
価
下
落
対
策
を
政
府
に
求
め
よ

心
配
さ
れ
る
初
年
度
米
の
価
格
下
落
を
さ
け
る
た
め
備
蓄
米

を
増
や
し
取
引
市
場
か
ら
踊
隠
す
る
必
要
が
あ
る
。
郡
山
市

.
か
ら
政
府
に
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か

h
-
零
弁
】
政
府
備
蓄
米
は
叩
年
に
1

度
の
不
作
や
2

年
連
続
の
不
作
に
対
処

|

-

a
-
で
き
る
よ
う
に
適
正
備
蓄
水
準
を1
0
0

万
ト
ン
程
度
と
定
め
て
お
り
、

本
市
と
し
て
は
備
蓄
米
の
運
用
に
つ
い
て
は
国
が
適
宜
判
断
す
る
も
の
と

認
識
し
で
い
る
。

一1
値
に
「
主
食
米
か
ら
家
畜
用
飼
料
米
へ
の
作
付
け
転
換
の
現
状
」
『
収
入
保
険
一

一
と
車
業
共
済
加
入
者
へ
の
保
障
料
助
成
」
「
あ
さ
か
舞
小
・
中
学
生
贈
呈
事
業
一

一
の
対
象
拡
大
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

5 

初
人
以
下
学
級
完
全
実
施
を

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
少
人
数
学
級
の
お
要

性
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。
初
人
以
下
学
級
の
完
全
実
施
と

そ
の
た
め
の
国
の
標
準
法
の
改
正
が
必

要
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
福
島
県
は
独
自
に
、
小
学
校
1
、

2

年

生
と
中
学
校
1

年
生
は
1

学
級
犯
人
、
そ
れ
以

外
は
加
入
程
度
の
学
級
編
成
を
行
っ
て
い
る
。

標
準
法
の
改
正
は
、
少
人
数
学
級
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
指
導
や
障
が
い
の
多
様
化
へ
の
対
応
、

教
員
の
長
時
間
勤
務
の
改
善
等
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
市
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
や

全
国
都
市
教
育
長
協
議
会
等
を
通
じ
て
、
国
・

県
に
要
望
し
て
い
る
。

県
立
学
校
の
学
校
司
書
が
P
T
A

雇
用
か
ら
県
職
員
に
移
行
し
た
よ
う

に
、
地
方
財
政
法
違
震
の
媛
い
が
あ
るP
T
A

雇
用
か
ら
市
職
員
に
移
行

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
た
い

【
答
弁
】
本
市
で
は
、
学
校
司
書
をPT
A

が
雇
用
し
、
そ
の
経
費
の
2

分
の
1

を
市
が
補

助
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
学
校
司
書
の
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
マ
3

回
に
わ
た
り
「
学
校
図
書
館
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
協
議
し
て
き
た
が
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
結
論
が
出
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
図
書
館
教
育
全
般
に
つ
い
て

の
協
議
の
中
で
、
学
校
司
書
の
雇
用
を
含
め
た
勤
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一
他
に
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
、
県
学
カ
テ
ス
ト
実
施
の
再
検
討
」
「
教
員
の
持
ち
時
数
問
題
と
で

一
産
休
、
、
病
休
等
の
代
替
教
員
不
足
問
題
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

、
au 

中
田
町
柳
橋
地
域
に
光
圃
線
を~ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
が
推
奨
さ
れ
，

る
中
で
、
す
べ
て
の
地
域
の
情
報
通
信
網
の
整
備
が
最
低
条
件
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
で
唯
一
党
回
線
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
中
田
町
柳
橋
地

場
代
の
対
策
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
国
の
第
二
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
自
治
体
負
担
分
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

.
を
充
当
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ま
り
実
現
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
本
・
市
と
し
τ

.
民
間
通
信
事
業
者
に
補
助
を
百
用
し
た
光
回
線
の
整
備
を
強
(
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

地
元
の
意
向
調
査
を
早
急
に
実
施
、
ル
て
い
く
。

γ
政
府
に
米
価τ
藩
対
策
を
求
め
る
意
見
書

う
ト
全
会
由
一
揖
で
採
択

郡
山
地
方
農
民
連
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
-
禍
に
よ
る
需
要
の
消
滅
と
在
庫
増
の
影

響
か
ら
米
価
下
落
を
阻
止
す
る
た
め
の
請
願
」
は
、
請
願
の
趣
旨
に
沿
っ
て
政
府
に
米
価

司
下
落
対
策
と
し
て
備
蓄
米
買
い
入
れ
を
増
や
す
こ
と
を
求
め
た
意
見
書
を
全
会
一
致
で
議

決
し
て
政
府
に
送
付
し
ま
し
た
。
米
ど
こ
ろ
郡
山
市
の
議
会
と
し
て
農
業
者
な

E

の
期
待

に
応
え
る
意
見
書
を
採
択
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
し
た
。

他
の
2

件
の
請
願
『
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書

一
提
出
に
関
す
る
請
願
」
「
台
風
等
に
よ
り
阿
武
隈
川
の
水
が
流
入
し
水
位
が
上
昇
し
や
す

い
福
島
県
郡
山
市
逢
瀬
川
の
犯
濫
の
危
険
性
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
旧
豊
田
貯
水
池
を
調

.
整
地
と
し
て
活
用
す
る
と
と
を
求
め
る
請
願
書
」
は
、
高
橋
議
員
な
ど

3

議
員
が
賛
成
討
“

論
を
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
圃
請
願
」
・
一
・
2
0
1
7

年
、
国
連
総
会
で
世
界
1
2
2

カ
国
の

賛
成
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
。
発
効
ま
で
4

カ
国
に
迫
っ
て
い
る
が
、
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
署
名
も
批
准
も
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
請
願
は
市
三
れ
を
実
施
す

、
る
よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
議
会
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
日
本
は
核
保
有
国
と

の
橋
渡
し
役
に
な
る
べ
き
」
な
ど
の
理
由
で
、
不
採
択
と
な
っ
た
。

「
旧
豊
田
貯
水
池
・
請
願
」
・
・
・
昨
年
の
台
風
四
号
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の

町
内
会
長
が
連
名
で
郡
山
市
の
治
水
対
策
の
再
検
討
を
求
め
た
請
願
。
ロ
万
ト
ン
と
も
い

わ
れ
る
膨
大
な
貯
水
能
力
を
持
つ
旧
豊
田
貯
水
池
を
調
整
池
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
等
を

求
め
た
が
、
す
で
に
旧
豊
田
貯
水
池
は
調
整
池
と
し
て
活
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
市
の

方
針
と
し
て
決
定
し
て
お
り
、
内
水
対
策
は
各
地
に
貯
留
管
を
埋
設
す
る
こ
と
で
対
応
で

き
る
等
の
理
由
で
不
採
択
と
な
っ
た
。



別記第 1 号様式

会派名，

区 分

1 調査研究費

2 研 I 修 費

3 広 報 費

4 広 、聴 費

. 

要請
5 陳情活動費

dZh 3Z 議 費

7 資料作成費

8 資料購入費

9 人 件 費

卜

10 事務所費

通信運搬・
11 自動車燃料費

支出年月日a

支 出 調
代表者

日本共産党郡山市議団 告番

三主
Eヨ‘

経理責任者.

(⑧ 

事 由 1 費 目 金 額

交通費 、 旅費
』

自動車燃料費 資料作成費

調査委誌費 振込料
、

‘' 会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 .資料作成費

市議会だより 広報誌(紙) 報告書等印刷費

'送料(折込料含.む) 51 , 150 掲ウェプページ載代

J 茶菓子代 振込料

会場費
、

交通費

' 

自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

振込料、

印刷製本費 翻訳料
t 

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

薪購読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有等利料用デ料ータベース 振込料

賃金 社会保険料等

振込料

備品購入費 事リ務「機ス器代等
" 

消耗品等事務費 印刷t{-t

振込料‘ 配送手数料

電話料等{按分) 郵便料等

自(按動車分燃}料費 その他
, 

2020年10月 21 日 現支金出出番納号簿 11 合計

起案者.

高橋 主仁コ~lムト』 i雪量主
小計

51; 150 

、一

F 

.、

51 , 150 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号

費目

挙土~
に時掛鉱)
※該当する支出費目を記入

名※該当する区分にO印

費 .14 広聴費

号…JLL竺竺竺開竺_L空
通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

資料購入費

報

分

広

区

費修

議

研
工
三

2
6
m
t

日

調査研究費

要請・陳情活動費

事務所費

1 

5 

10 

的目出支

(支出事由)

r.L.::O 

廿
-
噌

寸d
v 、

H
9
・
~

‘
ー

内

額金支先支プ支出年月日 出

均年ぬ月山|高島全社務it実 l~
上記のとおり支出します。

同
~ノ〆'!;-o

出

議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

収証日本笑怠受郡山キ告義国様 No

.' .竺.. -mflm言語日ヨil-- 三
但付 ~tい広告主片品4什ムィ七
2020 年/t.J月ニガ日-上記正に領収いたしました

諮故福島県郡山市中町長お
会社て詰p

取，締役社長
電話 ω

i
l
-
-
i
;
 

領

内訳

乳金

小切手

手形

、

・L~:;・九..
、円一

/
ア

消費税額等( 財)

.一ー
品目日国ム，

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



埋等整領

別記第11号様式

百
一
小

主
同

収

1 |領収書及び料金内訳明利害等貼{欄
J 

f

-

‘
3F

, • 

• 

-

l

i

t

 

i

-

-

i

1

1

 

1
1
1
1
1
!
;
 

1\10 , _ 

ユ竺主今一チム/。一月/叩伝一一戸
之、

" 

)ヌi存宗一J主-うと多PJ4??!!?一挙尚 一議
下記のとおり御堅世主笠芝

鼠

17-ai主会-7三 ~.._~l 竺竺:竺
ピ0 向 JB e がrI命的込)

数霊

，...、

お

弔・
守"向h
w 
'-

泊
四
百
一
引
」

d脂
血
作U

掴
担
額
一
ω

べ〉

アラ

‘・ノーノ J吉、~t;1) • 2 

3 

4 

5 

4合』

Eヨ

年 6 -~..t! 

6 

7 
'eoYF'J. 

も

f
f九
入
~

書Eヨ
回目納 No. /ο 月 It.t. '日

様日本ヲミ産党 j都ムキ議凪
下記のとおり納品いたしました

ヱo 之o 年

。• 
3 ノよタtJ()

2 

3 

4 

5 i
'
t
i
-
-

6 

タメ 1 5-0年~SO

言十..0. 
t:l 

~滋:.....



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmx 382 mmX 2 面 207 ， 044 ma. 1 

2 対象外面積

① o mmX o mm= 。 mm 2 

② mmX mm= mm 2 

③ mmX mm= ma 

④ mmX m皿= mIff 

⑤ mmX mm~ ma 

• 言十 。 mm2 ---n ・・

3 按分割合

益 子 X 100 対象外按分率 o. % 

4 対象経費算出

支出額 51 , 150 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・・出

( 1 円以下切り上げ)

支出額 51 , i50 円一温=対象経費 51, 150 円

• 



g

月
一
議
会

報
告

報

/ 

ヨI

ょ?ノ
ルWル

を館内ど医ポ避寄りヨi ら期呆助言ご種コたの職熱師援害保検約外 o 容は惑い:
確ホ 9 主画 i 難怠方自l 、聞が成主とのロ 。採員外 2 体主健査 2 来件乏な染 I ~i 
町長竹hqsE供JhW劫ナ写斜計f 所計部こい者|ボl
て組 3h ツ設'後つ竪 2 い集て症必成対の験を設事組託職施件肪査れか拡凶j 対 は民ガ

ョ ;274;;i?? ミ?詰325 詰??E;ii iii き i i 直 I 起訴時
53JZ;2h 喜美jizE詩吟刊炉問242 譲宅 jE震え長.il 長室完き蓄
?g;jAZi む詑鰭?42223iiE 集長ぷ自 z 霊i:22i 日
3 避式世段昨式ら轟I 12 供取外すJ かイ規予体に所をン必大込査定医 ~I詣4 民いう巴/お
襲撃訪問雲寺3:臼l端信賢官製待費?警幹32護室直|苦 EE R? 三
官三品自?る喜;てお 3 警民ル釘gz t 主 ZZ ぞれ日の|室|雪市 E 26 議
3-zrs警三宅SX ずさ Z妥喜2f455FZ ぷじ誌三葉|室 12 書号室守
人ら協約りを L は難; 効ての種 -~.t "E;を I~ 富士他健 後置れ日 が↓霊|請を任辛合口
分に定 3 約教 Lι 南: 性い発に 広主 合は計。部:師' もにて最 必いを1 願代委市回す

i13ii 時2322良:12霊長ERZ; ii訪寺山詰誇31
先旅市な O 段た 員: 科湾効用品川 j し度用発健応 R 日熱 7 一一る揮は態会ス

賛市諸島度だ感
成議願とよ染

「' ，.;【・ 討がの審りの

現サ r一一一\一同i で路福実目東 駅今郡~で主答要か行だにデ論市採議で容

比一ょj fffifi!?iiii;Ei222: 道部
内 3l圏一則か路内野球誌古川脱出金持
管 2 福~で発行されてい号 制さ らトにトをる間着定村 イ駅さき合 。件し報わな

軒 75rf士t2 審雲寺昌弘iiむた;iE135 子設時
・ 3 クし O 業時本億弁 ‘い強置て備とど東と磐安 いまる択 l ナ す口郡

yit:話語72i 苦言問店主を臨む露五時書 fA 自
雪状、億、)度者ぽ会市 市齢 o.結、て定磐線パ駅区 守ぱ地増で ジ 旦ま岩
手況は 2 バを完健同円の で者 、;節今はし城のスかに 山す区やは ト 車昏会

が ?i?3 間警7i2SZT 異 i 勺義兄全長信ム 霊雪量 9
0;刊誌と詰-持汚132:皆吉芸店長宮 警官 i
・温万か額!市の予 ベす 機シも 積路平は 12 もなも重要 戸!こ 議市会

h マ泉角ら 2 トの人，算きる 能 1 J 永線国鉄便 必い、要望 一
'y 6 、実億・場口は 充の R 盛・が 3 道

→J
-
Z吋
パ
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
市
民
生
活
、
子

一-
5

一
一
生
襲
の
応
援
を
!
:

ガ
ス
爆
発
事
故
の
一
時
的
な

避
難
場
所
と
し
て
提
供
さ
れ

た
市
営
住
宅
に
エ
ア
コ
ン
と

風
呂
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
件
で
入
居
者
か
ら
不
満

'
の
声
が
出
さ
れ
た
が
、
当
局

の
対
応
は

対
応
が
遅
れ
た
だ
け
に
、
わ
が
市
の
家
賃
支
援
、
事
業

継
続
応
援
給
付
金
の
給
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の

特
別
の
手
立
て
が
必
要
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
給
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
記
載
項
目
の
簡
素
化
、

電
子
申
請
や
郵
送
受
付
・
窓
口
で
の
対
応
な
ど
を
行
う
他
、
会
計
年

度
任
用
職
員
を
増
員
し
体
制
強
化
を
図
.
っ
て
い
る
e

2

学
期
に
実
施
さ
れ
て
い
る
学
校
給
食
費
へ
の
半
額
補

助
を
3

学
期
も
継
続
す
る
こ
と
.
ま
た
、
そ
れ
に
よ
り

新
た
な
事
務
負
担
が
学
校
現
唱
で
増
え
な
い
た
め
の
手

立
て
-
S考
え
る
こ
と

【
答
弁
】
国
か
ら
の
財
政
支
援
、
経
済
状
況
や
家
庭
生
活
の
状
況
な
ど

総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す
る
。
効
果
的
・
効
率
的
な
事
務
手
続
き
民

つ
い
・
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

【
答
弁
】
災
害
時
の
市
営
住
宅
の
仮
入

居
で
は
、
3

ヶ
月
の
家
賃
等
を
無
料

に
し
、
9

ヶ
月
の
延
長
を
認
め
て
い

る
。
風
呂
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
日

常
生
活
を
送
る
上
で
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
現
在
市
と
し
て
設

置
す
る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
整
理

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
エ
ア
コ
ン

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
U

一
他
に
『
宅
地
内
水
道
水
漏
水
に
つ
い
て
一

一
の
市
民
の
負
担
軽
減
」
「
地
域
新
電
力
一

一
一
設
置
の
現
段
階
」
・
に
つ
い
て
質
問
し
ま
一

一
し
た
。
一

※郡山市ホームページ
からヨl用

一
…
一
聞
い
鰍
燃
料
ド

側
闘M
M《
制
誠i

草
川
上
被
時
@間近で会話や
発声をする

密接場面
X,'; 

、付湧

@換気の悪U

密閉豊岡

，

v

泊
問

主
啄

Z
v
h，
善
則

F
酬
臨W
川
橋
州

1
a
哩
可
岨
司
高
官

h
E
'
h

宙
，
実

m

・
圃
闘
薗'
i
哲

M

a
-
-圃
輔
副
世
情
川
耐
凶
門
川
明
司

a
・
r
.

町
副

，

F
I
:
4可
国
間

岡
冒

元市議会悲より!
年1-0月号

日本共産党郡山市議団
郡山市朝日 1 丁目23・i T8. 024 (924) 2500 

J~L 恥卵、



がA オとが いーに間告
ら~手すし、簡た鑑答弁
対?均数め・て台易だみ申}
応長て料ては風水く、も粗
しゐ・い、被道子引見大

ーで hる使く利害料 き送己
いり用.用の.金 続-りみ

く今料 者影の きとの
後のー負響値 審な有
、本担な上議.つ料
前年 のどげ 会て化
民 4 激もは にいに
の月 変考、 おるつ
姓か緩慮昨い。い
塗ら 和し年 てコて
経のー を、 .9' 実口は
福引 考.改月 ー証ナ、
:状き・慮訂に デ禍昨
況主 しを審 !の年‘
等げ た延議 タ厳の
をに 改期.会 等し台
慎つ 定ーしの にーい風
.重い なて答 基社被
管て どい申 づ会害
:見も のるを い経~~
極施 検・受 て済よ
~行 討本け 議状り
'なーを を市た目論況中

日五一孟ヨエー玉三:下)

出議案
中で反対じた議案がマイナポイ

シト事業関連の予算です。戸籍住民基本台帳費
として3825万円が計上され、ました。すでに制度i.::";
開始から3年以上経過しでいるにも関わらず、れ!
カードの普及率は 1'5%毒装にとどまって川ま 1
す(今年度当初j 。国や巨央情報通信企業によ.
り、個内情報が集約・管理事れることによる弊
害と危険性に多くの国民地J不安を覚えているか
らです。〉これを打開すペく打ち出されたのが、
マイナポイント事業という「マイナンバーカー
ドを持っている入がキャッシーユレスで2万円のチ
ャージままこは買い物をすると 5000 円が付与
される J 仕組みです。この事業を推進するため
に‘自治体に押し付けられたのがカード発行や
ポイント付与に関わる一連の作業であり、その
ための予算措置です。そうまでしてマイ.ナン
パーカ-ードを普及させて、その先に待っている
のは、多種多様な個人情報が集約・管理される
息苦しい社会です。こんな社会をつくることに
つながる事業に多額の税金を費やすことは許さ
れません。 ‘、

\~J， 

3

、
コ
ロ
ナ
対
策
に
人
と
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
不
要
不
急
の
事
業
計
薗
の
凍
結
・

中
止
を
，

，
数
十
億
円
規
模
と
な
る
中
央
図
書
館
西
側
駐
車
場
に
建
設
す

る
予
定
の
(
仮
称
)
-
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
の
工
事
着
工
は

凍
結
を
、
旧
豊
田
貯
水
池
利
活
用
の
検
討
は
い
っ
た
ん
棚
上

げ
に
し
、
浄
水
場
跡
地
を
暫
定
的
な
駐
車
場
に
す
る
べ
し

【
答
弁
】
-
(
仮
称
)
歴
史
情
報
・
公
文
書
館
の
歴
史
資
料
の
中
に
は
災
害
に
関

す
る
記
録
も
含
ま
れ
、
.
昨
年
の
台
風
被
害
、
今
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
も
資
料
の
散
逸
を
防
ぎ
適
切
に
保
存
し
継
承
で
き
る
環
境
を
早
急

に
整
え
る
こ
と
が
市
の
責
務
で
あ
り
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
2
0
2
3

年
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

旧
昼
冶
貯
水
池
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
利
活
用
方
針
(
案
)
を
検
討
材
料

の
一
つ
リ
む
し
て
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
様
、
一
各
方
面
の
方
々
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
判
断
し
て
い
き
た
い
J
旧
豊
田
浄
水
場
敷
地
の
暫
定
的
な

駐
車
場
使
用
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
ぐ
。

}
粗
大
ご
み
収
集
有
料
化
、
簡
易
水
道
料
金
の
値
上
げ
、
各
種

手
数
料
・
使
用
料
の
値
上
げ
な
ど
ブ
審
議
会
等
で
推
進
の
方

h
y
向
性
が
予
定
(
決
定
)
さ
れ
て
い
る
市
民
負
担
増
の
施
策
の

.

.

 
実
行
を
凍
結
ず
べ
き
で
は
な
い
か
。

巾議室Tこぶり

米
価
下
落
対
策
を
政
府
に
求
め
よ

4 
心
配
さ
れ
る
初
年
度
米
の
価
格
下
落
を
さ
け
る
た
め
備
蓄
米

を
増
や
し
取
引
市
場
か
ら
隔
離
す
る
?
必
要
が
あ
る
.
郡
山
市

か
ら
政
府
に
要
請
す
べ
き
で
は

fな
い
か

h
-
署
弁
】
政
府
備
蓄
米
は
凶
年
に
1

度
の
不
作
や
2

年
連
続
の
不
作
に
対
処

|

-

a
-
v
Lき
も
，
よ
う
に
適
正
備
蓄
水
準
を1
0
σ

万
ト
ン
程
度
と
定
め
て
お
り
、

本
市
と
し
て
は
備
蓄
米
の
運
用
に
つ
い
て
は
国
が
適
宜
判
断
す
る
も
の
と

認
識
し
で
い
る
。

寸
.
他
に
「
主
食
米
か
ら
家
畜
用
飼
料
米
へ
の
作
付
け
転
換
の
現
状
」
『
収
入
保
障
一

一
と
虚
業
共
済
加
入
者
へ
の
保
障
料
助
成
」
「
あ
さ
か
舞
小
・
中
学
生
贈
呈
事
業
一

一
の
対
象
拡
大
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

5 

30 
人
以
;-:f 
t 学
:級

: :n: 
全
て婁
仇施
を

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
少
人
数
学
級
の
必
要

性
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
γ
プ
さ
れ
て

い
る
.
初
人
以
下
学
級
の
完
全
実
施
と

そ
の
た
め
の
園
の
標
準
法
の
改
正
が
必

要
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
福
島
県
は
独
自
に
、
小
学
校
1
、2
年

生
と
中
学
校
1
年
生
は
1
学
級
叩
人
、
そ
れ
以

外
は
叩
人
程
度
の
学
級
編
成
を
行
っ
て
い
る
。

標
準
法
の
改
正
は
、
少
人
数
学
級
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
指
導
や
障
が
い
の
多
様
化
へ
の
対
応
、

教
員
の
長
時
間
勤
務
の
改
善
等
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
市
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
や

全
国
都
市
教
育
長
協
議
会
等
を
通
じ
て
、
国
・

県
に
要
望
し
て
い
る
。

2020年10月

県
立
学
校
の
学
校
司
書
が
P
T
A

雇
用
か
ら
県
職
員
に
移
行
し
た
よ
う

に
、
地
方
財
政
法
違
反
の
媛
い
が
あ
る
P
T
A

雇
用
か
ら
市
蔵
員
に
移
行

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
た
い

【
答
弁
】
本
市
で
は
、
学
校
司
書
をPT
A

が
雇
用
し
、
そ
の
経
費
の
2

分
の
ー
を
市
が
補

助
す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
学
校
司
書
の
雇
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
，
で
3

回
に
わ
た
り
「
学
校
図
書
館
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
協
議
し
で
き
た
が
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
結
論
が
出
て
い
な
い
。
引
き
続
き
、
図
書
館
教
育
全
般
に
つ
い
て

の
協
議
の
中
で
、
学
校
司
書
の
雇
用
を
含
め
た
勤
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一
他
に
「
全
国
学
カ
テ
ス
ト
、
県
学
カ
デ
ス
ト
実
施
の
再
検
討
」
『
教
員
の
持
ち
時
数
問
題
と
一

一
票
、
語
審
の
代
替
教
員
不
足
問
題
』
に
つ
い
て
質
閉
じ
ま
し
た
。
一

6
…
・
山
中
田
町
柳
橋
地
域
に
光
園
練
を

官
官

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
が
推
奨
さ
れ
，

る
中
で
、
す
べ
て
の
地
織
の
情
報
通
信
網
の
整
備
が
最
・
低
条
件
と
な
っ

，
て
れ
る
。
市
内
で
唯
一
光
回
線
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
中
田
町
柳
橋
地

域
代
の
対
策
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
国
の
第
二
次
補
王
予
算
に
お
い
て
、
自
治
体
負
担
分
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
充
当
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
勿
、
ま
り
実
現
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
本
・
市
と
し
て

J

民
開
通
信
事
業
者
に
補
.
助
を
活
用
し
た
光
回
線
の
整
備
を
強
く
.
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

地
元
の
意
向
調
査
を
早
急
に
安
施
斗
て
い
く
。

γ
政
府
に
米
価.
τ震
対
策t
e求
め
る
意
見
書

ミ
み
ま
富
山
一
致
で
探
択

郡
山
地
方
農
民
連
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
の
消
滅
と
在
庫
増
の
影

響
か
ら
米
価
下
落
を
阻
止
す
る
た
め
の
請
願
」
は
、
請
願
の
趣
旨
に
沿
っ
て
政
府
に
米
価

下
落
対
策
と
し
て
備
蓄
米
買
い
入
れ
を
増
や
す
こ
と
を
求
め
た
意
見
書
を
全
会
一
致
マ
議

決
し
て
政
府
に
送
付
L

ま
し
た
。
米
ど
こ
ろ
郡
山
市
の
議
会
と
し
て
農
業
者
な
E

の
期
待

に
応
え
る
意
見
書
を
採
択
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
でL
た
。

他
の
2

件
の
請
願
『
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書

提
出
に
関
す
る
請
願
」
「
台
風
等
に
よ
り
阿
武
隈
川
の
水
が
流
入
し
水
.
位
が
上
昇
し
や
す

い
福
島
県
郡
山
市
逢
瀬
川
の
氾
濫
の
危
険
性
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
旧
豊
田
貯
水
池
を
調

整
池
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」
は
、
高
橋
議
員
な
ど

3

議
員
が
賛
成
討

，
論
を
行
い
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
・
請
願
」
・
・2
0
1
7

年
、
国
連
総
会
で
世
界
1
2
2

カ
国
の

賛
成
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
。
発
効
ま
で4
カ
国
に
迫
っ
て
い
る
が
、
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
署
名
も
批
准
も
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
請
願
は
引
こ
れ
を
実
施
す

る
よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
議
会
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
日
本
は
核
保
有
国
と

の
橋
渡
し
役
に
な
る
べ
き
」
な
ど
の
理
由
で
、
不
採
択
と
な
っ
た
。

『
旧
豊
田
貯
水
池
・
請
願
」
-
Y
・
昨
年
の
台
風
四
号
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
地
域
の

町
内
会
長
が
連
名
で
郡
山
市
の
治
水
対
策
の
再
検
討
を
求
め
た
請
願
。
四
万
ド
ン
と
も
い

わ
れ
る
膨
大
な
貯
水
能
力
を
持
つ
旧
豊
田
貯
水
池
を
調
整
池
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
等
を

求
め
た
が
、
す
で
に
旧
豊
田
貯
水
池
は
調
整
池
と
し
て
活
用L
な
い
ど
い
う
こ
と
が
市
の

方
針
と
し
て
決
定
し
て
お
り
、
内
水
対
策
は
各
地
に
貯
留
管
を
埋
設
す
る
こ
と
で
対
応
で

き
る
等
の
理
由
で
不
採
択
と
な
っ
た
。
ヨ



別記第 1 号様式 支出調書 〆

代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 信号 信号 高橋 善治審
区 分 事 . 由 費 目 金- 額 小計

交通費 1 旅費

t 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 イ彦 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費 f 

. 
F 

振込料
r 

, 

会場費 交通費
、

『

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 市議会だより 広報誌(紙) 264~000 報告書等印刷費 264, 0.00 
送料(折込料含む) 掲ウ載ェ代プ.ページ

茶菓子代 .振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

.' 

1 茶菓子代 振込料

交通費 旅費 J 

要陳 請
5 情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

会議 費 自動車燃料費 資料作成費
, 

振込料 1 

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

, 
法規追録代 参考図書代

、

8 資料購入費 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料
, 

有等料利デ用料ータベース 振込料
. 

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 事リ務ー機ス器代等

10 事務所費
、、

消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等

>

11 自動車燃料費 自(動按車分燃)料費 その他

白

支出年月日 2021年1月 26 日 現支金由出番納号簿 12 合計 264, 000 



l 

，白、

‘ 

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
l之支出番号

名

云報誌締)
※該当する支出費目を記入

目費※該当する区分にO印

費聴

資料購入費

広

8 

4 

区分

研修費 iG 広報費
議費 7 資料作成費

通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

A、
-;z::;: 

2 

6 

1 調査研究費

要請・陳情活動費

事務所費

5 

11 10 

目的

(支出事由)

支出

容,. . .....'" 
，、

内

円

額

.2b $t-.vOﾐ 

金支'出先

東~~金手￡
毛主閉会

出支支出年月日

.2..4:>..2-1 

年{取も日

上記のとおり支出します。

ち蒋告会議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

GR1619 

-ーー一一・』ーー-ー--一一ー&ー一

. 

J 

※複数め領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付 Lてください。



¥ 

、

z書、等整

'別記第11号様式

連票収

|領収書及び地内訳明細書等貼

領

「
....~."" -
~'f. 
;<' 

"~f.. 1 

巳::~.l 相dちで

穏妻子己

認LL: iリOE 町一一 ---_.-ー

f963~8'∞4 福島県郡山市中町15:-'23

25郡.---------ー…
取締役社長

20...2 1 年 / Jヨミ矢田

13日本共叫芝主党:.Jきp-会事!義国一一様
下記のとおり御請求申し上げます

鼠名

!盆呂町議土念な:

iぞう

3 

4 

5 

6 

ア

之ζタ..oI) Q

一
。 計~ 

Eヨ

• 

..2~どoòo

_..-ーでーーー司圃副島唱白血諸~堤瞬侮・拍r

• -. 
‘ . 

J 

r. 

※複数の領収書等を貼る場合役、千重ならないようにR附してくだ、さい。



• 
¥... 

r 

• 

f 

〆

広報誌生体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 .mmX 2 面 207 ， 044 . mIfi. ｷ ｷ i 

2 対象外面積

① o mmX o inm= 。 md 

② mmX mm= nufi 

③ 阻× mm= mIfi 

④ ι， 皿mX mm= m通

金; mmX mm= mIfi 

言十 。 ma---E 

3 按分割合

員 -7- i X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率 0...% = 0 円・・・温

( 1 円以下切り上げ)

支出額 264， 000 同一温=対象経費 264， 000 円

f、

1 

、:



一
位
月
議
会h

u
報
告コ

;.,,7 ( 
~砂

u
u

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
イ
ル
ス
感
染
ガ
広
ま
る
中
、
郡
山
市
議
会
.
の
ロ
月
定
例
会
が
聞
か
れ
ま
し
定
(
吃

/
2
j
/

げ
)
。
予
断
を
一
一

川
許
さ
な
い
市
内
巴
お
け
る
感
染
再
甚
大
の
危
険
、
長
期
の
.
コ
ロ
ナ
禍
巴
よ
り
限
界
巴
達
し
つ
ヲ
あ
る
事
業
者
の
営
業
継
続
と
市
町

H

民
生
活
の
困
難
、
こ
れ
ら
巴
対
す
る
緊
急
の
対
策
を
求
め
る
こ
と
を
中
心
巴
岡
田
市
議
と
高
橋
市
議
は
一
般
質
問
を
お
こ
な
い

H

川
ま
し
定
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
審
査
で
は
市
民
か

5
提
出
さ
れ
定
4

件
⑪
請
願
の
採
択
巴
書
闘
し
ま
し
た
。
打
日
の
本
会
議
巴
山

H

お
い
て
は
、
市
議
団
を
代
表
し
岡
田
市
議
が
市
長
提
案
議
案

2

件
(
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
中
の
マ
イ
ナ
シ
パ

l
力
l
ド
交

H

川
付
体
制
強
佑
、
学
校
用
務
員
と
学
校
給
食
調
理
員
の
業
務
委
託
と
郡
山
市
き
ず
な
基
金
条
例
議
案
)
応
対
す
る
反
対
討
論
と
常
山

川
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
れ
定
3

件
の
請
願
巴
対
す
る
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
定
。

行
誠
一
泊
予
感
染
症
対
銭
の
強
化
を
)

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
の
職
員
・
利
用
者
に
対
す
る
一
斉
か

っ
定
期
的
な
社
会
的
検
査
が
必
要
で
は
な
い
か
1

【
答
弁
】
国
の
通
知
で
は
P
C
R
検
査
に
つ
ド
て
、
感
染
が
多
数
発
生

し

zて
い
る
地
域
に
布
い
て
は
、
医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
等
に
勤
務
す

る
者
、
入
院
・
入
所
者
全
員
を
対
象
に
、
一
斉
・
定
期
的
な
検
査
を
行
・

う
と
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
・
駅
前
繁
華
街
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た

際
に
は
、
感
染
拡
大
地
域
に
所
在
す
る
飲
食
店
や
高
齢
者
施
設
、
保
育

施
設
の
従
事
者
等
を
対
象
に
一
斉
に
検
査
を
実
施
し
た
。
そ
れ
以
外
の

地
域
に
お
い
て
は
、
保
健
所
の
行
政
検
査
の
対
象
と
は
な
ら
が
い
が
、
.

施
設
職
員
が
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
町
発
熱
し
た
場
合
な
ど
は
、
速
や
­

か
に
P
C
R
検
査
を
(
広
範
囲
に
)
行
っ
て
い
る
。

医
療
崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
営
難

に
陥
っ
て
い
る
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
て
ん
が
必
要
で
は
な

『
い
か
J

【
答
書
】
市
独
自
・
の
取
り
組
み
と
し
宅
、
P
C
R
検
査
を
実
施
し
た
場

合
、
陽
性
患
者
を
診
察
し
た
場
合
、
J
暢
性
患
・
者
を
大
院
吉
せ
た
場
合
べ

陽
性
患
者
搬
送
に
随
行
す
る
場
合
、
ぷ
で
の
医
療
機
関
に
補
助
金
ベ
・
協
力

a

金
を
支
払
っ
て
・
い
る
。
実
績
と
し
て
は
叩
月
末
ま
で
市
件
、
約

3
、

8

0
0

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。
国
・
県
の
支
援
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
患

者
浅
川
川
入
胤
吻
-
A川
均
一
〔
空
床
確
保
」
や
感
染
拡
大
防
止
策
の
費
用
を

補
助
し
て
い
る
。
-
減
収
に
対
す
る
支
援
と
し
て
は
、
家
賃
支
援
給
付

金
、
持
続
化
給
付
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
な
ど
医
療
機
関

へ
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
奮
し
む
市
民
生
濁
川

生
業
へ
の
支
援
を
ー
は
一

国
に
対
し
て
、
中
小
業
者
へ
の
持
続
化
給
付
金
の
第
2

弾

支
給
を
求
め
よ
ブ
市
と
し
て
、
事
業
継
続
の
た
め
の
給
付

金
支
給
の
第
2

弾
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
知
事
会
や
中
一
核
市
長
会
も
継

続
的
な
給
付
を
要
望
し
て
い
る
。
本
市
の
事
業
継
続
応
援
給
付
金
の
給

付
継
続
に
は
固
と
の
調
整
が
必
要
だ
が
、
!
バ
今
後
も
)
事
業
が
継
続
で

き
る
よ
う
な
支
援
を
着
実
に
実
施
し
.
て
ま
い
り
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
住
宅
ロ
!
ン
や
事
業
資
金
の
返
済
な
ど
債

務
問
題
で
苦
し
む
市
民
に
相
談
体
制
の
強
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。

【
答
弁
】
債
務
問
題
は
、
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
4
名
の

'
消
費
生
活
相
談
員
で
対
応L
て
い
る
。
今
年
の
消
費
生
活
相
談
1
、

9

5
カ
件
の
う
ち
、
債
務
問
題
は1
4
5

件
。
法
的
な
助
言
が
必
要
な
場

合
は
本
市
の
無
料
法
律
相
談
に
案
内
し
、
日
目
件
の
相
談
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
民
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ
ラ
ス
」
な
ど
が
実
施
し
て

い
る
無
料
法
律
相
談
会
に
案
内
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が
り
の
中
で
編
成
さ
れ
る
来
年
度
予
算

は
、
感
染
症
対
策
と
学
校
給
食
費
補
助
や
緊
急
雇
用
対
策
な

ど
の
生
活
と
経
済
活
動
支
援
の
予
算
す
べ
て
を
網
羅
す
る
姿

勢
で
編
-
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】4
月
に
市
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
の
で
骨
格
予
算
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
切
れ
目
な
く
迅
速
に
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
市
民
の
生
活
や
生
業
の
危
機
を
確
実
に
乗
り
越
え

る
先
め
の
必
要
な
措
置
に
は
、
危
機
管
理
予
算
と
し
て
優
先
し
て
予
算

を
振
り
向
け
る
こ
と
と
し
た
い
。
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台
風
間
号
の
被
災
者
で
、
民
間
借
り
上
げ
住
宅
と
公
営
住

宅
に
仮
入
居
し
た
方
々
の
、
現
段
階
の
状
況
は
?

【
答
弁
】
公
営
住
宅
の
場
合
仮
入
居
期

J

聞
の
1

年
が
過
ぎ
た
が
、
退
去
が
困
難

、
な
4
世
帯
に
つ
い
て
必
要
な
期
間
延
長

す
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
仮
入
居
期
聞
が
2

年
の
民
間
借
り

上
げ
住
宅
に
は
、
2
0
2
0

年
日
月
現

在
4
2
5

世
帯
が
入
居
し
て
い
る
が
、

県
の
実
施
し
た
意
向
調
査
で
ほ
、
住
宅

再
建
の
予
定
が
却
世
帯
、
民
間
賃
貸
に

入
居
予
定
が
8
世
帯
で
あ
る
。

F

治
側

、
組
j
J

‘
，
善
則

叫
萌
岨

F
E刈
川

F
鋤
島
町
田
司u
m
-
構
刊

d
s
w
d
・
司
高
官

岡田哲夫
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学
校
給
食
費
補
助
三
学
期
も

要
望
の
強
か
っ
た
学
校
給
食
費
の

半
額
補
助
が
三
学
期
も
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
密
解
消
の

た
め
の
ス
グ

l

ル
パ
ス
増
便
、
専
門
業

者
に
よ
る
学
校
ト
イ
レ
清
掃
も
延
長

さ
れ
ま
す
。
(
令
和
三
年
度
一
学
期
ま

で
)中

田
町
柳
橋
地
区
に
も
光
回
線

整
備市

内
唯
一
未
整
備
で
あ
っ
た
中
田

町
柳
橋
地
区
に
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
が

整
備
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
完
成
予
定
令
和
四
年
三
月
)

3 a-2...恥机¥ 



放
課
後
地
域
子
ど
も
教
室
廃
止
方
針
は
見
直
し
を
・
日
開
昨
日

M
m
r
I
J
i
;
i

誕
産
党
市
鶴
聞
が
反
動
b
k
a裏
盃
件
…

全
校
児
童
い
を
対
象
に
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
楽
し
い
居
場
所
と
な
H
F
r
i
l
l
-
-
l
i
l
i
-
-
u
r

ト

っ
て
き
た
子
ど
も
教
室
に
は
、
単
純
に
児
童
ク
ラ
ブ
に
置
き
換
え
…
①
郡
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
中

2

件
の
債
務
負
担
行
為
孔
喜
託
事
業
)
…

る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
性
が
あ
る
。
方
針
の
再
検
討
が
必
要
で

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
!
ド
の
交
付
体
制
強
化v

…

は
な
い
か
。
、
…

【
答
弁
】
こ
ど
も
教
室
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
似
た
形
態
で
あ
り
な
が
ら
「
利
…

;
2
0
1
6
年
1

月
が
ら
交
付
が
開
始
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ヵ
!
ド
の
2
0
2

。
年
…

用
料
金
を
徴
収
し
な
い
」
「
安
全
管
理
員
の
補
償
が
不
十
分
」
な
ど
の
不
均
衡
…
ロ
月

1

日
時
点
の
普
及
率
は
約

3
0
0
0

万
枚
、
国
民
の
1
/
4
に
も
達
し
て
い
な
…

が
指
摘
さ
れ
、
児
童
ク
ラ
ア
へ
移
行
を
望
む
声
も
一
部
に
あ
っ
た
。
今
回
安
…
ぃ
。
政
府
の
当
初
予
定
で
は
、

2
0
1
9

年
3

月
末
で
8
7
0
0

万
枚
(
約
初
%
)
の
…

定
的
な
財
源
確
保
も
含
め
、
児
童
ク
ラ
ブ
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
…
普
及
目
標
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
国
民
が
そ
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
は
…

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
教
室
の
実
績
な
ε

も
踏
ま
え
利
用
児
童
を
中
心
に
す
…
明
白
で
あ
る
。
国
民
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
い
施
策
左
強
権
的
に
進
防
る
こ
と
が
許
さ
れ
…

ぇ
、
4
月
か
ら
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
様
々
な
面
で
の
検
討
を
行
っ
て
い
、
…
る
の
か
。
カ

l

ド
普
及
の
行
き
着
く
先
が
「
超
監
視
社
会
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
個
…

き
た
い
。

h

ノ
・

γ
…
・1
情
報
を
国
が
一
括
管
理
し
国
民
支
配
の
道
具
に
す
る
国
に
じ
て
も
い
い
の
か
。
こ
の
…
・
一
.

i
l
-
-ぃ
|
|
[
I
l
l
i
-
-
i
l
1
1
1
1
1
1卜l
l
i

…
よ
う
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カl
ド
普
及
の
た
め
の
予
算
計
上
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
緊
患
の
園
民
的
思
題
で
、
市
と
し
て
一
…
八
学
校
用
務
員
と
学
校
給
食
調
理
員
の
業
務
委
託
料
〉
…

一
態
度
一
表
明
を;
.
-
1

一
一
…
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
一
世
界
か
ら
見
て
の
日
本
の
学
校
の
教
育
条
件
の
立
ち
遅
れ
が
明
…

I
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
4
1

十

i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
J
i
l
-
-
L
-
…
自
に
な
っ
た
。
政
府
も
、
ω
年
ぶ
り
に
学
級
定
員
の
改
善
に
取
り
組
み
、
小
学
校
だ
け

河
歳
以
上
医
療
費
2

割
負
担
に
反
対
を
!
，
…
で
は
あ
る
が
お
入
学
級
が
実
現
す
る
ご
と
に
な
っ
た
。
教
職
員
の
定
数
改
善
も
緊
急
の
…

溺
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
窓
口

2
割
負
E
E
ま
、
一
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に

ι
学
校
用
務
員
も
学
校
給
食
調
理
員
も
含
ま
れ
る
。
外
部
…

1
9
イ
ペt
f

…
委
託
こ
っ
、
て
ま
賛
成
で
き
よ
、
。
・
.
…

負
担
能
力
を
超
え
た
高
額
負
担
を
お
し
つ
け
受
診
抑
帯
に
つ
え
カ
…

t
b
l
f
b

h
R
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
保
健
医
療
体
制
の
充
実
が
指
摘
さ
れ
る
中
…
②
郡
山
市
き
ず
な
基
金
条
例
案.• 

… 

a
・
こ
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
止
す
べ
き
で
な
い
か
。

a
J
2
2
0
2
2
年
に
〆
…
き
ず
な
基
金
条
例
は
、
震
災
復
興
基
金
の
残
金
と
寄
付
金
を
募
り
、
市
民
生
活
に
甚
…

X
B
M

、
9
y

少

F

…
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
災
害
及
び
感
染
症
そ
の
他
の
緊
急
事
態
に
お
け
る
市
民
生
活
の
安
…

団
塊
の
世
代
が
後

F

期
高
齢
\
刊
に
』
/
、
、
一
f

州
ツ
開
閉
山
リ
J

必
母
.
1ノP
R
d
A
閣
m
v
h
i

…
定
化
等
に
役
立
つ
事
業
の
経
費
の
財
源
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
き
ず
な
基
金
の
財
源
…

者
と
な
り
始
め
る
中
、
市
山
\
開

.
d
圃
圏
岡
ト
し
咽
叫U
圃
V
目
盟

二
舟
-
玉
突
刊
逼
圃
…
に
は
い
「
自
助
を
核
と
し
た
共
助
・
互
助
」
と
あ
り
)
市
費
の
投
入
は
想
定
さ
れ
て
い
な
…

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
一
身

R
f
B

ら
せ
よ
副
圃
一

一
一
帯
\
Z
M

一
一
一
z
a
-
-

…
ぃ
。
四
年
の
台
風
被
害
や
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
…

療
の
負
担
の
仕
組
み
喜
一
司
.
3
市
:
￡
冒
…
基
金
が
寄
付
金
頼
み
で
い
い
の
か
、
菅
首
相
の
「
自
助
」
の
勧
め
を
地
で
行
く
よ
う
な
…

革
し
、
現
役
世
代
の
負
担
二
鴎
・

X
佐
町
、

ι

…
自
助
・
共
助
を
強
調

L
た
基
金
の
設
置
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

上
昇
を
抑
え
な
が
ら
、
全γ
f
-
・
℃f
F
4
h
%
d
ι
F
J
d
t

て
の
世
伐
が
安
心
で
き
る

i
1
1

白
一
E
a
.
-

ッ
一
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
全
国
の
後
期
高
齢
者
医
療
広
・

3一
域
連
合
は
国
へ
の
要
望
書
の
中
で
、
「
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
な
ど
被

劃
一
保
除
者
応
酪
慮
す
る
と
と
も
に
]
十
分
な
周
知
期
聞
を
設
は
被
保
険
者
へ

暗
一
国
に
よ
る
丁
寧
な
説
明
を
行
う
」
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

一
喝
崎
慎
居
晴
宮
町
川
崎
直
目
白
峰
峰
崎
・
・

l
a
-
-一

一
-
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
共
産
党
市
議
団
が
紹
介
者
と
な
っ
た
請
願

4

件
の
う
ち
、
一

一
「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
係
る
公
的
補
助
制
度
を
創
設
す
る
た
め
の
意
見
一

ー
書
提
白
の
請
願
」
の
み
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
バ
.
日

原
発
事
故
汚
染
水
の
海
洋
敏
出

ぷ
反
対
を
一
補
聴
器
購
入
に
補
助
制
度
創
設
を
求
め
る
請
願
(
採
択
}
綬
静
一

原
発
事
故
汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
一
旬
歳
以
上
の
高
齢
者
の
半
数
が
難
聴
で
悩
ん
で
い
る
と
言
わ
:
一

l
h
1
一

つ
い
て
、
政
府
は
「
地
元
は
じ
め
関
一
れ
る
が
吋
補
聴
器
の
使
用
率
は
欧
米
諸
国
が

m
i

却
%
台
な
の
恥
強
烈
品

F
尚
ノ

一
に
比
べ
、
日
本
は
叩
%
台
と
圧
倒
的
に
少
な
い
。
そ
の
大
き
な
脇
司

L

人
'
訴μ
4
…

係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
圃
・
警
，
ヘ

F
E
E
­

一
要
因
が
、
補
聴
器
の
価
格
が
片
耳
で
日i
m
万
円
と
高
額
な
こ
閥
苅
-
a
M
h
r町
四

.
冷
続
け
る
」
と
も
答
弁
し
之
い
る
一
と
。
軽
度
・
中
度
の
護
者
へ
の
補
助
制
度
の
創
設
が
求
め
ら
伊
れ
絃

W
-

4
C
か
ら
、
郡
山
市
と
し
て
も
重
ね
一
れ
る
。
(
な
お
、
共
産
党
市
議
団
は
、
市
独
自
の
補
助
制
度
の

ι
d
x

一

活
改
情
。
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
一
創
設
も
求
め
て
い
る
)
ベ

マ
、H
H
4
ω
l
b
・
4
u
n
-
-

‘
‘
.

一
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
請
願
(
不
採
択
)

【
答
弁
】
海
洋
放
出
方
針
に
つ
い
て
ま
、
“

.
4

“

ト
Y

チ
ウ
ム
の
正
し
い
情
報
を
継
続
川
て
，
・
一
批
准
国
が
印
カ
国
に
遣
し
、

2
0
2王
年
1
月
n
日
に
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
た
核
一

発
信
す
る
な
ど
専
門
的
知
識
を
持
た
な
い
人
で
も
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
札
一
宮
禁
止
条
約
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
、
核
兵
器
廃
絶
の
世
界
の
運
動
の
先
頭
一

で
き
る
よ
う
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

4
月
に
聞
か
れ
た
内
閣
原
子
一
弘
信
討
一
一
見
汀
一
緒
幻
日
刊
誌
一
一
日
間
対
一
一
一
一
昨
ド
純
一
日
付
一

力
災
害
対
策
本
部
)
現
地
対
策
本
部
のW
E

也
会
議
に
お
い
て
、
一
市
長
か
ら
一
を
す
る
と
い
う
日
本
政
府
の
方
針
と
違
う
と
の
理
由
で
不
採
択

ι
な
っ
た
。

は
「
ト
リ
チ
ウ
ム
そ
の
む
の
に
つ
い
て
の
分
か
り
ゃ
す
い
説
明
が
必
要
で
あ
一

る
」
と
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

a

一
特
定
戦
災
障
害
者
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
支
給
を
求
め
る
請
願
(
不
採
択
)
一

一
.
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
沖
縄
戦
や
空
襲
な
ど
で
被
害
金
受
け
た
一
般
の
民
一

…
開
戦
災
者
に
対
し
、
補
償
を
求
め
る
も
の
。
国
策
と
し
て
起
こ
し
た
戦
争
で
被
害
を
受
一

一
け
た
国
民
に
対
し
謝
罪
と
補
償
を
行
う
こ
と
は
、
民
主
国
家
と
し
て
当
然
の
責
務
で
あ
一

一
る
が
、
補
償
の
範
囲
が
広
「
す
ぎ
る
な
ど
の
理
由
で
不
採
択
と
な
っ
た
。
一

一
市
の
肉
水
対
策
の
見
直ιを
求
め
る
請
願
(
不
採
択
)
一

一
先
の
ロ
月
定
例
会
に
出
さ
れ
た
請
願
と
同
様
ー
逢
瀬
川
下
流
域
の
氾
濫
に
よ
り
被
災
一

一
七
た
町
内
会
の
会
長
の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
請
願
。
河
川
氾
濫
の
原
因
の
一
つ
が
郡
山
一

一
市
の
内
水
対
策
の
不
備
に
あ
る
と
し
て
、
市
の
内
水
対
策
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。
一

一
共
産
党
市
議
固
と
し
て
は
、
請
願
趣
旨
な
ど
の
文
章
に
同
意
で
き
な
い
部
分
は
あ
る
一

一
が
ふ
町
内
会
長
連
名
の
異
議
申
し
立
て
と
い
う
請
願
の
趣
旨
を
市
は
受
け
と
め
、
対
応
一

一
を
す
べ
き
だ
と
の
理
由
で
請
願
に
賛
成
し
た
。
←

、""

教
員
の
超
過
勤
務
の
解
消
を
!

9

月
定
例
会
一
般
質
問
で
の
市
教
委
の
回
答
は
『
小
学
校
で
月

初
j
u
時
間
、
中
学
校
で
月
別
i
u
時
間
』
で
あ
っ
た
。
教
員
の

勤
務
実
態
を
つ
か
む
に
は
、
学
校
に
お
け
る
勤
務
だ
.
け
で
な
く
、

持
ち
帰
り
仕
事
の
時
間
も
記
録
す
る
必
要
が
あ
~
る
の
で
は
な
.
い
か
。

【
答
弁
】
令
和2
年
度
の
「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」
で
は
、
小
学
校
の

1
日

当
た
り
の
持
ち
帰
り
業
務
時
間
は
平
日

M
分
、
土
日
叫
分
、
中
学
校
で
平
日

M
分
、
土
日
目
分
と
な
っ
て
い
る
。
業
務
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
は
、
文
科

月
寸
，
省
は
「
教
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
」
を
示
し
た
指
針
(
令
和

2

年
7

削
一
月
)
に
お
い
ぺ
「
本
来
、
業
務
の
持
ち
帰
り
は
行
わ
な
い
こ
と
が
原
則
で

似
あ
り
、
ま
た
、
持
ち
帰
り
の
業
務
時
間
に
つ
い
て
は
在
校
等
時
間
に
含
ま
れ

2

な
い
い
」
と
し
て
い
る
。
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別記第 1 号様式 支出調書
, 代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 ⑨ ⑧ 高橋 善治審
区 分 事 由 費 目 金 額 小計 I

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費' 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費: 食糧費

振込料
J 

1 

会場資 交通費 J 

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 市議会だより 広報誌(紙) 報告書等印刷費 51, 150 
送料(折込料含む) 51', 150 掲ウ載ェ代ブ、ページ

" 

茶菓子代 振込料

.・. 会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料 , 

、

交通費 旅費
,. 

要請
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

、-

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 . 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料.
t 資料作-成費

筆耕料 振込料
、

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新購読聞 (日刊紙) 雑誌等購読料料町
、

有等料利デ用ー料タベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 |事リ務ー機ス器代等

10 事務.所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数将 J

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動車燃料費 自(動按分車燃)料費 その他 . 
'‘ 

ノ

支出年月日 2Q21年1月 31 日 '現金出納簿 13 合計 51 , 150 支出番号



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 l ラ

挙斜乙側斜争応J
※該当する支出費目を記入

五千いい

'1 調査研究費 12 
.._...._...・M・M・-一・・閉山

5 要請・陳情活動費 I 6 
一一一一一一"…

10 事務所費 L 11 

支出目的

(支出事由)

• , 

内 .、:、・e一、 、.、 、 容

区 、分F 、 ※該当する区分にO印

研\修費 iの広一報費 1 4 広聴費
会議費 j7 資料作成費 8 資料購入費

通信運搬・自動車燃料費(郵伎料等)

費 目名

1る、，&y. ~. 2Ð以

D
伶
一

空
出
一
三

一
ム
一

三
社
\
辞
一

一
色
ー
一
汎

工
得
‘
一
は

川
一
壁
一

支出金額

寸~/i-v

議員氏名

円

i
?
1
1
J

寸
1

・
寸

A
-
1
-
'
1
4
1
1
I
J
s
-
-

」

1
1
1
1
J
J
1
J
1
1
J
J
-

←
-
・
ロ

M
-
-

1
ι
 
6

一

1

F

 

ロ
H
­

R
M
・
-

※複数-の領収書等を貼る場合は、重なら・ないように貼付してください。
\1

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してくだ、さい。



直
示

理等整書収領

別記第11号様式

iサo. “一‘ー守一ーーー 一一一一
約
一J
J
-
L
1

桜
一
議
叩

"，，~d.~~~$ 
~E:{5 
.�! 向島、
~G与 V

註
関

時
間
四
国
市

;年/月 ;J.l;{ 毘

子963.-r8Q04 福島県郡山市中町l~-お

翠郡
取締役社長
電話 (0

2立主/

ハ
J

一日志望ミ主主要:T~.~幸投昌一~'--"""_.鐸
下記のとおJり御議求申し上げます

Cコ ペツ
ロiJ悶

3 __L4Jl.設:念と:_d::日新尚喜怠と1. 1.杢宝空。
;
t
-
z
I
l
 3 

"ー.
.・

‘、• 4 

5 

6 

...，gQ恥

c 

7 ry 

.、2

一一一一ーーーー

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付じてください。

するさ。

"-~.:..=.，.::..;:. ~一--"...--~..-一一
__~~C 

一一一一一一一ー一ー. . 

• 



• 

• 
/ 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積 ¥ , 

271 mmX . 382 mmX 2 面 207'，"044 .inIÖ ・・・ i

×
く
く
く
く
一

m
m
m
m

阻

積
。
一

面
一
外
一
象
÷
対
一
①
②
③
④
⑤
一

つ
“
;

。阻- 。 ma 

mm=ス mm2 . 

mm= ・d

mm= mm 2 

mm= mIﾖ 

。 IIla. ・・ 2計

3 按分割合

五 -;- i .X 100 対象外按分率 n % 

4 対象経費算出

支出額 51 , 150 円 ﾗ 対象外按分率 o %., = 0 円・・・-温
( 1 円以下切り上げ). 

支出額 51, 150 円 出 =対象経費 51 ,.150 円

に



一
位
月
議A
Bベ

心
報
告

d ・
L.  

コ

;.,71 
~仰向

U

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
イ
ル
ス
感
染
が
広
ま
る
中
、
郡
山
市
議
会

ω
ロ
月
定
例
会
が
聞
か
れ
ま
し
左
〈
吃

/
2
5
/

け
)
。
予
断
を
一
一

川
許
さ
な
い
市
内
巴
お
け
る
感
染
再
鉱
大
の
危
険
、
長
期
色
コ
ロ
ナ
禍
巴
よ
り
限
界
巴
達
し
つ
ヲ
あ
る
事
業
者
の
営
業
継
続
と
市
即

日
民
生
活
の
困
難
、Jこ
れ
ら
巴
対
す
る
緊
急
の
対
策
を
求
め
る
こ
と
を
中
心
巴
岡
田
市
議
と
高
橋
市
議
は
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
一
一

川
ま
し
定
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
審
査
で
は
市
民
か
ら
提
出
さ
れ

1
E
4件
。
請
願
の
採
択
巴
奮
闘
し
ま
し
定
。
げ
日
の
本
会
議
巴

W

H

お
い
て
は
、
市
議
団
を
代
表
し
岡
田
市
議
が
市
長
提
案
議
案

2

件
(
一
般
会
計
補
正
予
算
議
案
中
の
マ
イ
ナ
シ
パ

l
力
i
F
交

H

川
付
体
制
強
化
、
学
校
用
務
員
と
学
校
給
食
調
理
員
の
業
務
委
託
と
郡
山
市
き
ず
な
基
金
条
例
議
案
)
応
対
す
る
反
対
討
論
と
常
日

川
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
さ
れ
定
3

件
の
請
願
巴
対
す
る
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
だ
?

行
湖
沼
予
感
染
症
対
策
一
の
強
他
を

1
4一

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
の
臓
員
・
利
用
者
に
対
す
る
一
斉
か

っ
定
期
的
な
社
会
的
検
査
が
必
要
で
は
な
い
か
-

【
答
弁
】
国
の
通
知
で
は
P
C
R
検
査
に
つ
い
て
、
.
感
染
が
多
数
発
生

し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
、
高
齢
者
施
設
等
に
勤
務
す

る
者
、
入
院
・
λ
所
者
全
員
を
対
象
に
、
一
斉
・
定
期
的
な
検
査
を
行

う
と
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
・
駅
前
繁
華
街
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た

際
に
は
、
感
染
拡
大
地
域
に
所
在
す
る
飲
食
店
や
高
齢
者
施
設
、
保
育

施
設
の
従
事
者
等
を
対
象
に
一
斉
に
検
査
を
実
施
し
た
。
そ
れ
以
外
の

地
域
に
お
い
て
は
、
保
健
所
の
行
政
検
査
の
対
象
と
は
な
ら
ザ
い
が
、

施
設
職
員
が
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
忠
弘
発
熱
し
た
場
合
な
ど
は
、
速
や

か
に
P
C
R
検
査
を
(
広
範
囲
に
)
行
っ
て
い
る
。

医
療
崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
位
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
営
難

に
陥
っ
て
い
る
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
て
ん
が
お
要
で
は
な

、
い
か
J

【
筈
#
】
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
で
、
P
C
R
検
査
を
実
施
し
た
場

合
、
陽
性
患
者
を
診
察
し
た
場
合
、
パ
暢
性
患
者
を
大
院
さ
せ
た
場
合
べ

陽
性
患
者
搬
送
に
随
行
す
る
場
合
、
ぷ
ぞ
の
医
療
機
関
に
補
助
金
ベ
・
協
力

金
を
支
払
っ
て
い
る
。
実
績
と
し
て
は
叩
月
末
ま
で
花
件
、
約
3
、
8

0
0

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。
国
・
県
の
支
援
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
患

者
浅
川
入
れ
の
.
た
め
ゆ
・
「
空
床
確
保
」
や
感
染
拡
大
防
止
策
の
費
用
を

.
補
助
し
て
い
る
。
減
収
に
対
す
る
支
援
と
し
て
は
、
家
賃
支
援
給
付

金
、
持
続
化
給
付
金
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
な
ど
医
療
機
関

へ
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
奮
し
む
市
民
生
活
イ
ー

;
E

・

E
-

生
業
へ
の
支
援
をl
M

固
に
対
し
て
、
中
小
業
者
へ
の
持
続
化
給
付
金
の
第
2

弾

支
給
を
求
め
よ
)
市
と
し
て
、
事
業
継
続
の
た
め
の
給
付

金
支
給
の
第
2

弾
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
かρ

【
答
弁
】
持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
知
事
会
や
中
一
核
市
長
会
も
継

続
的
な
給
付
を
要
望
し
て
い
る
。
本
市
の
事
業
継
続
応
援
給
付
金
の
給

付
継
続
に
は
国
と
の
調
整
が
必
要
だ
が
、
.
月
今
後
も
)
事
業
が
継
続
で

き
る
よ
う
な
支
援
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
住
宅
口
!
ン
や
事
業
資
金
の
返
済
な
ど
債

務
問
題
で
苦
し
む
市
民
に
相
談
体
制
の
強
化
が
必
要
で
は
な

い
か
。

【
答
弁
】
債
務
問
題
は
、
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
4
名
の

-
消
費
生
活
相
談
員
で
対
応
ん
て
い
る
。
今
年
の
消
費
生
活
相
談
1
、

9

5
0

件
の
う
ち
、
債
務
問
題
は
1
4
5

件
。
法
的
な
助
言
が
必
要
な
場

合
は
本
市
の
無
料
法
律
相
談
に
案
内
し
、
日
目
件
の
相
談
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
民
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ
ラ
ス
」
な
ど
が
実
施
し
て

い
る
無
料
法
律
相
談
会
に
案
内
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
広
が
り
の
中
で
編
成
さ
れ
る
来
年
度
予
算

は
、
感
染
症
対
策
、

ι
学
校
給
食
費
補
助
や
緊
急
雇
用
対
策
な

ど
の
生
活
と
経
済
活
動
支
援
の
予
算
す
べ
て
を
網
羅
す
る
姿

勢
で
編
-
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
〕
4
月
に
市
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
の
で
骨
格
予
算
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
切
れ
目
な
く
迅
速
に
行
う

e
必
要
が
あ
る
た
め
、
市
民
の
生
活
や
生
業
の
危
機
を
確
実
に
乗
り
越
え

る
士
め
の
必
要
な
措
置
に
は
、
危
機
管
理
予
算
-
と
し
て
優
先
し
て
予
算

を
振
り
向
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

郡
山
市
に
も
路
上
生
活
各
な
ど
住
ま
い
を
失
つ
た
市
民
が

利
用
で
き
る
無
料
低
額
宿
泊
所
を
設
置
す
べ
き
。
で
き
る

ま
で
の
聞
は
臨
時
の
宿
泊
施
設
と
し
て
ホ
テ
ル
の
借
り
上

げ
な
ど
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

}
a
g

【
答
弁
】
無
料
低
額
宿
泊
所
は
、

l
c

東
北
地
方
で
は
宮
城
県
に
M施

h
-
-
司
・
a

，
a

開
一
併

設
、
秋
田
県
ど
山
形
県
に
各
2

・
・
司
ミ

B
圃
1
瞬
一

施
設
、
青
森
県
1

施
設
(
福
島
・
・
聞

7

圃
掴
酬
一

県
は
ゼ
ロ
)
設
置
さ
れ
て
い
る
』a
・
3
〉

j幽
V
も
畑
一

多
く
の
施
設
の
運
営
主
体
県N，

.
4
・
町
、

J
R
H

P
O
法
人
で
あ
る
。
今
後
、
施

h
i
-

H

-

設
を
設
置
し
て
い
る
中
核
市
の
"
ふ
“
人

J
L
.

状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
い
福
祉
関
係
N
P
O
法
人
や
不
動
産
関
係

の
団
体
な
ゼ
と
意
見
交
換
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
時
的
な
居

所
を
緊
急
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
場
含
は
、
生
活
保
護
の
申
請
に
よ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
等
の
費
用
に
つ
い
て
住
宅
-
扶
助
基
準
額
の
範
囲

で
支
給
す
る
な
ど
の
対
応
を
実
施
し
て
い
る
。

郡
山
市
の
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
住
宅
扶
助
の
上
限
は

3

万
円
ベ
単
身
者
)
で
-
福
島
市3
6

、

0
0
0

再
、
い
わ

さ
市
3
s
j
3
0
0円
と
比
較
す
れ
ば
、
引
き
上
げ
が
必
要

d

で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
現
行
の
住
宅
扶
助
の
基
準
額
は
2
0
1
5

年
4
月
の
厚
生
労
ー

働
省
援
護
局
長
通
'
知
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
も
の
同
一

5
・
年
が
経
過
し
て

‘
い
る
こ
と
や
本
市
の
賃
貸
物
件
賃
料
の
状
況
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省

に
対
し
見
直
し
を
要
望L
て
い
る
。

台
風
刊
号
の
被
災
者
で
、
民
間
借
り
上
げ
住
宅
と
公
営
住

宅
に
仮
入
居
し
た
方
々
の
、
現
段
階
の
状
況
は
?

【
答
弁
】
公
営
住
宅
の
場
合
仮
λ
居
期

J

聞
の
1

年
が
過
ぎ
た
が
、
-
退
去
が
困
難

、
な
4
世
帯
に
つ
い
て
必
要
な
期
間
延
長

す
る
な
ど
柔
軟
な
対
応
に
努
め
て
い

る
。
仮
入
居
期
聞
が
2
年
の
民
間
借
り

上
げ
住
宅
に
は
、
2
0
2
0

年
日
月
現

在
4
2
5
世
帯
が
入
居
し
て
い
る
が
、

県
の
実
施
し
た
意
向
調
査
で
は
、
住
宅

再
建
の
予
定
が

ω
世
帯
、
民
間
賃
貸
に

入
居
予
定
が
8

世
帯
で
あ
る
。

学
校
給
食
費
補
助
三
学
期
も

要
望
の
強
か
っ
た
学
校
給
食
費
の

半
額
補
助
が
三
学
期
も
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
密
解
消
の

た
め
の
ス
グ
!
ル
パ
ス
増
便
、
専
門
業

者
に
よ
る
学
校
ト
イ
レ
清
掃
も
延
長

さ
れ
ま
す
。
(
令
和
三
年
度
一
学
期
ま

で
)中

田
町
柳
橋
地
区
に
も
光
回
線

整
備市

内
唯
一
未
整
備
で
あ
っ
た
中
田

町
柳
橋
地
区
に
光
フ
ァ
イ
バ
回
線
が

整
備
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
完
成
予
定
令
和
四
年
三
月
)

治
郎

、
必
伊
V
L，
善
刷

、
嗣
・
村
橋
州

4
阪
国
司

d
・
司
高
官

働
移
堂
一
…

.
岡
宮
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教
員
の
超
過
勤
務
の
解
消
を
!

9

月
定
例
会
一
般
質
問
で
の
市
教
委
の
回
答
は
「
小
学
校
で
月

初
j

引
時
間
、
中
学
校
で
月
引
i
u
時
間
」
で
あ
っ
た
。
教
員
の

勤
務
実
態
を
つ
か
む
に
は
、
学
校
に
お
け
る
勤
務
だ
け
で
な
く
、

持
ち
帰
り
仕
事
の
時
間
も
記
録
す
る
必
要
が
あ
、
る
の
で
は
な
.
い
か
。

~~) 

放
課
後
地
域
子
ど
も
教
室
廃
止
方
針
は
見
直
し
を

【
答
弁
】
令
和2
年
度
の
「
教
員
勤
務
実
態
調
査
」
で
は
、
小
学
校
の

1
日

当
た
り
の
持
ち
帰
り
業
務
時
間
は
平
日
純
分
、
土
日
叫
分
、
中
学
校
で
平
日

M
分
、
土
日
四
分
と
な
っ
て
い
る
。
業
務
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
は
、
文
科

月
一
、
省
は
「
教
職
員
の
業
務
量
の
適
切
な
管
理
」
を
示
し
た
指
針
(
令
和

2

年
7

帆
一
月
)
に
お
い
ぺ
「
本
来
、
業
務
の
持
ち
帰
り
は
行
わ
な
い
こ
と
が
原
則
で

似
あ
り
、
ま
た
、
持
ち
帰
り
の
業
務
時
間
に
つ
い
て
は
在
校
等
時
間
に
含
ま
れ

2

な
い
い
」
・
と
し
て
い
る
。




